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未来への貢献



ステークホルダーの皆様へ  

第3回コーポレート・シチズンシップ・レポートで、キンドリ
ルが掲げる野心的な目標やコミットメントに向けた進捗をご報
告できることを嬉しく思います。私たちのコーポレートシチズ
ンシップ戦略は、事業戦略全体と連携しており、「環境」—環
境保全の推進、「人々」—社員の帰属意識の醸成、「信頼」—
良好なガバナンスの実践、という3つの重点領域に取り組んで
います。私たちのグローバルチームは、これらの分野での成果
を誇りに思うとともに、ネットゼロ目標の実現に向けて更なる
努力を重ねています。同時に、人々や地域社会を支援し、最高
水準の倫理基準を維持し続けています。

マーティン・シュローター  
キンドリル取締役会会長兼最高経営責任者   

環境 

温室効果ガスの排出削減、業務効率の向上、責任あるサプ
ライチェーン管理への注力は、2040年までにネットゼロを
実現するという私たちのロードマップに直結しています。
2025年度には、事業運営にサステナビリティを統合する上
での、数々のマイルストーンを達成しました。その一つとし
て、温室効果ガス排出量の削減を進め、科学に基づく目標設
定イニシアチブ(SBTi)が検証した2030年および2040年の
目標に沿った取り組みが挙げられます。また、水資源や廃棄
物に関する目標も前進し、ミッションネットゼロプログラム
を通じて4万人以上の社員が研修を受講しました。こうした
成果は、国際的な規制当局からの高まる要求に応えるととも
に、サステナビリティに関する成果を示すことを求めるお客
様の期待に応えることにもつながっています。さらに私たち
は、Kyndryl Sustainability Advisorをはじめとするサービス
を通じて、お客様の脱炭素化の取り組みを支援しています。
これらのサービスは、AIを活用したKyndryl Bridgeプラット
フォーム上でご利用いただけます。
人材 

サービス事業者であるキンドリルでは、長期的な成功は、優
れた人材にかかっています。そのため、探究心にあふれるキ
ンドリルのプロフェッショナルが専門性を発揮できるよう、
幅広い学習機会やキャリア開発の場を提供しています。この1
年で、お客様に向き合うキンドリルの社員は平均学習時間を
2倍に伸ばしました。特に先端技術研修に力を入れ、お客様
への提供価値をさらに高めています。また、私たちは社員の
帰属意識とウェルビーイングに関するプログラムを統合し、
全社員が利用できる包括的なサポートと福利厚生をさらに充
実させました。さらに、キンドリル財団（キンドリルのフィ
ランソロピー部門）による助成金により、2025年度には延
べ50万時間以上の学習の提供を通じて、4万9,000人以上の
受益者を支援しました。この3年間で、キンドリルは職場に関
する60以上の賞を受賞し、社員エンゲージメントのスコアも
業界平均を上回り続けています。

信頼 

ミッションクリティカルな、企業向けテクノロジーサービスの
リーディングプロバイダーとして、お客様およびパートナーの
信頼を維持することは、私たちの事業にとって不可欠です。そ
れこそが、キンドリルが社会の中で事業を継続するための「存
在意義」なのです。テクノロジー環境が進化し、強力な新しい
AIツールやソリューションが登場しても、倫理的に、そして
誠実に取り組むことは常に求められます。過去1年間で、私た
ちはすでに強固であった全社的なサイバー防御とレジリエンス
体制をさらに強化し、社員への意識向上研修や防御ツールを提
供して、人材とデータを保護してきました。キンドリルは、
日々の業務にAIを積極的に取り入れる中で、倫理的かつ責任
ある事業運営を実現するために、責任あるAIの原則、ガバナ
ンスのプロセスおよび体制を、先進的な基準やベストプラク
ティスに沿って強化しています。 

キンドリルのコーポレートシチズンシップにおける成果は、社
員一人一人の献身の証です。私たちが環境、人々、信頼の領域
で成し遂げた成果により、キンドリルはTIME誌の「世界で最
も持続可能な企業」の一社として認められ、またForbes誌の
「ネットゼロリーダーズ」トップ200にも選出されました。
私たちは、キンドリルが世界中で生み出しているインパクトを
誇りに思うと同時に、お客様、パートナー、ステークホルダー
と共に前向きな変化を推進していけると確信しています。
敬具

キンドリルの
コーポレート
シチズンシッ
プにおける成
果は、社員一
人一人の献身
の証です。
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キンドリル 
の概要

73,000人の
社員1

60カ国を超える数千の顧客

ITサービスにおけるリーダーシッ
プの地位をさらに強化

151億ドル 
2025年度の売上高

強固な財務基盤と 
資本配分

18億ドル
キャッシュ

49億ドル
利用可能な流動資産2

出典: 2025年度年次報告書
1  2025年3月31日時点（2025年度末）の社員数
2  18億ドルの現金と32億ドルの未使用のシニア無担保クレジットファシリティで構成されます。四捨五入のため、数
字が合計されない場合があります。

2025年度セグメント別売上高

報告対象は、以下の4つのセグメントから構成されています。
米国 
この報告対象セグメントは、米国
におけるキンドリルの事業で構成
されています。 

主要市場 
この報告対象セグメントは、カ
ナダ、フランス、ドイツ、イン
ド、イタリア、スペイン／ポルト
ガル、イギリス／アイルランド
における私たちの事業を統合し
たものです。

日本 
この報告対象セグメントは、日本
におけるキンドリルの事業で構成
されています。 

戦略的市場 
この報告対象セグメントは、事業
を展開しているその他すべての国
での事業で構成されています。

2025年度のビジネスハイライト

キンドリルは、ミッションクリティカルなエンタープライズ・テクノロジー・サービ
スのリーディングプロバイダーであり、60カ国以上で数千にのぼる企業のお客様に、
アドバイザリー、インプリメンテーション、マネージドサービスを提供しています。 

世界最大のITインフラストラクチャーサービスプロバイダーとして、
世界中で日々利用されている複雑な情報システムの設計、構築、
管理、モダナイズを行っています。

米国

38.76億ドル

日本

23.58億ドル

主要市場

52.06億ドル

戦略的市場

36.17億ドル
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クラウド サイバーレジリエンス

アプリケーション、データ&AI

ネットワーク＆エッジ

デジタルワークプレース コアエンタープライズ＆zCloud

キンドリルのグローバルな事業領域には以下が含まれます。

テクノロジーサービス
キンドリルでは、幅広いテクノロジー
領域において、アドバイザリー、イン
プリメンテーション、マネージドサー
ビスを提供し、お客様がエンタープラ
イズIT環境を管理・最新化し、事業お
よび変革目標を達成することを支援
しています。私たちのサービスは、専
門知識、サービス品質、イノベーショ
ン、そして知的財産やデータなどによ
り、お客様のIT活用パターン全域にわ
たって差別化されています。
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「3A」イニシアチブにおける大きな進展

アライアンス
新しいエコシステムパートナーとケーパビリティを活用し
て、契約数、認証資格数、売上高の増加を目指す

アドバンストデリバリー
スキルアップと自動化を通じてサービスデリバリーを変革

アカウント
利益率の低い事業への取り組み

新しいイノベーションと技術的な専門知識
を活用してお客様とのエンゲージメントを
強化

キンドリルの事業および2025年度の財務結果について詳し
くは、2025年度年次報告書をご覧ください。

ビジネス成果主導のコンサルティング
お客様が最も困難な技術的課題に対処できるように、確かな
専門知識を提供

オープン統合型デジタル 
ビジネスプラットフォーム

お客様に複雑なIT資産に関するリアルタイムのインサイトを
提供し、ミッションクリティカルな運用をカスタマイズする
ための前例のないコントロールを実現

デザイン主導の共創体験

デザイン主導のアプローチを通じてお客様やパートナーとと
もに革新的なソリューションを共創する新しいエンゲージメ
ントのかたちを再定義

キンドリルの 
戦略 
 
キンドリルは、お客様やテクノロジーパートナー
と信頼を構築することにコミットしています。私
たちは、テクノロジーとイノベーションを大規模
に創出、展開する実績を持っており、業界横断で
ミッションクリティカルな専門知識を提供し、幅
広いテクノロジープロバイダーのエコシステムと
連携して、お客様固有のニーズに応えています。  

私たちは、先進的なアイデアやテクノロジーの開
発に注力しており、イノベーションを競争優位性
の源泉と捉えています。また、イノベーションに
対する姿勢を崩すことなく、事業に関連す特化し
た特許ポートフォリオの開発に取り組んでいま
す。この取り組みの中心となるのは、キンドリル
の技術エキスパートです。彼らは、実際に成果を
もたらすソリューションによって、イノベーショ
ンをビジネス価値へとつなげています。知識と知
的財産への投資により、サービスを拡大し、より
幅広いテクノロジープロバイダーのエコシステム
に対応し、お客様の課題解決を支援することが可
能になります。 
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キンドリルにおける
コーポレートシチズン
シップは、単なる共有
された責任ではなく、
イノベーション、成
長、そしてグローバル
なインパクトをもたら
す原動力です。私たち
は、サステナビリティ
を推進し、人材の力を
高め、お客様が目標を達成できるよう支援して
います。ステークホルダーとともに、サステナ
ビリティと社会インパクトが事業価値を推進す
る未来の構築に取り組んでいます。
フェイス・テイラー
グローバルシチズンシップ＆サステナビリティ責任者、環境・人材・信頼プロ
グラムのグローバルリーダー

キンドリルの環境、
人々、信頼
キンドリルのコーポレートシチズンシップ戦略は、事業の戦略的な優先事項および企業価値と合致して
います。独立企業として3期目となる今年、キンドリルは環境保全の推進、社員の帰属意識を醸成し、 
健全なガバナンスの促進を通じて、社会成長を支え、事業価値を高め続けてきました。

このレポートでは、環境、人々、信頼という用語を用いて、サステナビリティに関連するより幅広いイ
ンパクトや機会を示しています。私たちはこれをコーポレートシチズンシップ戦略と呼んでいます。

環境 
持続可能な事業慣行を推進し、業務効率を高め、サプライチェーンを最適化するとともに、社員教育や
啓発プログラムを提供しています。規制、投資家およびお客様の要件を満たしつつ、ステークホルダー
が環境目標を達成できるよう支援しています。

人材 
人材の獲得・育成・定着に注力し、積極的な人材文化を構築しています。スキル開発や社員エンゲージ
メントの促進を通じて、ウェルビーイング、健康と安全、社会的インパクト、人権を優先し、全社にわ
たってインクルーシブな職場環境を整えています。 

信頼 
ガバナンスプログラムは取締役会レベルから全社にわたり信頼を築いています。業界のベストプラ
クティスを活用し、プロセスとツールを適用することで、高度なコンプライアンス基準を満たし、
さらに上回ることを目指しています。また、ステークホルダーが期待する責任ある事業慣行を遵守
しています。
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2025年度のコーポレートシチズンシップの実績3

ハイライト

 

環境

•	 スコープ1、2（マーケット基準）およびスコープ3の温室効果ガス排出量を、2023年度を基準
年として18％削減しました。これは、科学に基づく目標設定イニシアチブ（SBTi）によって検
証された取り組みを支持するものであり、2040年のネットゼロ目標および2030年の短期排出
削減目標に向けた活動の一環です

•	 環境およびエネルギー管理システム（E&EnMS）に関して、グローバルなISO4 14001および
50001の認証を取得しました。これにより、環境目標を実行に移すことが可能となっています

•	 「ミッション・ネット・ゼロ」の開始以来、4万人以上の社員がキンドリルのサス
テナビリティ研修を受講しました

•	 脱炭素化および業務変革に関連するサステナビリティサービスを提供し、ISG（Information 
Services Group）からサステナビリティおよびESG、ITソリューションとサービスにおけ
るリーダーとして評価されました

•	 Responsible Business Alliance（RBA）の行動規範を段階的に適用し続け、サプライヤーに対してネット
ゼロ目標に関する教育を行いました

人材

•	 2025年度年次エンゲージメント調査において、社員エンゲージメントスコアが向上し、 
3年連続で業界平均を上回りました

•	 キンドリルにおけるお客様プロジェクトに従事する社員の学習時間を平均の2
倍に拡大し、先進技術に関する研修に注力することで、お客様により良いサー
ビスを提供できるようにしました

•	 Kinship @ Kyndrylという新しい統合チームを設立し、インクルージョン、帰属意識、
人材のウェルビーイングを支援するプログラムを拡大しました。これにより、社員エン
ゲージメントが強化されています 

•	 ISO規格45001に基づき、健康・安全マネジメントシステムの全社的認証を取得しました

•	 キンドリル財団を通じて11か国12件の助成を実施し、サイバーセキュリティやAIスキルの習得を支援するこ
とで、経済的な進展とポジティブな長期的インパクトを促進しました

信頼

•	 行動規範研修について、対象となる社員による受講率100％を達成しました 

•	 サイバー防御とレジリエンスに関する全社的な監督体制を強化し、サイバー意識向上研修やそ
の他の防御戦略やツールを提供しました

•	 堅牢なAIガバナンスモデルを導入することで、AIツールやテクノロジー、お客様へのソリューションの活
用を支援し、AI戦略と責任あるAI原則を推進しました

•	 多様な基準やベストプラクティスに沿って、倫理的かつ責任ある事業運営を実現するために、ガバナンス
のプロセスと体制を引き続き強化しました

3 一部のハイライトは2025年度を超えて及ぶ可能性があります。
4 国際標準化機構

Kyndryl 2025年度 コーポレート・シチズンシップ・レポート 
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優先事項の特定
2024年、キンドリルはダブルマテリアリティ評価を実施しました。5 このプ
ロセスは第三者機関によって実行され、重点課題の特定、社内外のステーク
ホルダーとのエンゲージメント、そして結果の優先順位付けを、キンドリル
およびステークホルダーにとっての相対的な重要性に基づいて行うことが求
められました。さらに、このプロセスでは財務的および非財務的な影響の両
方を考慮する必要がありました。この評価により、キンドリルにとって重要
な5つの課題が明らかとなりました。 

行動規範と企業倫理

カルチャーと社員体験

サイバーセキュリティ、プライバシー、データガバナンス

温室効果ガス排出量と気候 

責任あるサプライチェーン

5  このレポートで使用されている「重要性」および関連用語は、米国またはその他の管轄区域の証券法やその
他の法律に基づいて定義および使用されている用語、または財務諸表や報告の文脈で使用される用語とは異
なるため、混同しないでください。「ダブルマテリアリティ評価」とは、企業がさまざまなサステナビリ
ティトピックについて、外部のステークホルダーやビジネスの成功にとっての緊急性を特定し、優先順位を
付けるプロセスを指します。本レポートに情報が含まれていること、または情報が含まれていないことは、
米国証券取引委員会（SEC）またはその他の財務報告目的における情報の重要性に関する私たちの考えを示
すものと解釈されるべきではありません。
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主要なステークホ
ルダーグループ エンゲージメントの焦点 エンゲージメントの方法 事業価値

コミュニティ キンドリルは、事業を展開する地域社会において積極的な影響を与えることに注力してい
ます。キンドリル財団や社会的インパクトに関する取り組みを通じて、重点分野における
地域社会を支援しています。詳細については、このレポートの「グローバルコミュニティ
に対する責任」セクションをご覧ください。

ボランティア活動、パートナーシッ
プ、スポンサーシップ、フィランソ
ロピー

ブランドの評判構築

お客様 キンドリルは世界最大のITインフラサービス企業としての専門性を活かし、お客様が環境
面および事業面での目標を達成し、報告要件を満たせるよう支援しています。詳しくは、
本レポートの「市場差別化を推進」セクションをご覧ください。

ソリューションの提供と共創、法規
制および契約遵守

売上拡大、リスク管理、
ブランドの評判構築

社員 キンドリルは、人材とシステムに積極的に投資し、グローバルなカルチャーを育むために
必要な基盤を整えています。これにより、社員が貢献を最大化し、キンドリルでのキャリ
アを築けるよう支援しています。詳細については、「人材」の章をご覧ください。

年次エンゲージメント調査、学習・
能力開発、パフォーマンス管理シス
テム、Kyndryl Inclusion Networks
（KINs）、健康・安全委員会 

社員の生産性、定着、 
採用を促進

投資家 私たちは株主と積極的に関わり、事業戦略を伝えるとともに、ガバナンス、環境サステナ
ビリティ、人材、地域社会に関する方針や実践との整合性を共有しています。 

投資家向け発表およびカンファレン
ス、格付機関、規制関連書類、年次
株主総会

ブランドの評判構築、
リスク管理

パートナー 私たちは、戦略的パートナーのエコシステムと連携し、革新を進め、サステナブルなソ
リューションを共同で創出して、お客様のデジタル変革を支援し、複雑なビジネス課題を
解決します。

ソリューションの共創、会議、展示
会、イベント

売上拡大、ブランドの
評判構築

サプライヤー キンドリルは、責任ある調達、企業倫理、環境サステナビリティ、人権に対する取り組
みを、責任あるビジネス同盟(RBA)の基準に沿って管理しています。これには、サプライ
ヤーの行動や報告が含まれます。詳細については、このレポートの「責任あるサプライ
チェーン」セクションを参照してください。

教育および研修、調査、行動規範と
RBA

リスク管理、ブランドの
評判構築

各国政府

キンドリルは、選出された公職者や規制当局と連携し、サイバーセキュリティ、プライバ
シー、データ保護、AI、サステナビリティといった課題に取り組んでいます。私たちは、
地域、国内、地方レベルの政策立案者を含む主要なステークホルダーと協力し、企業がこ
れらの課題にどのように対応しているかについての知見や専門知識を共有しています。

ソートリーダーシップ、政府発表、
会議

リスク管理、ブランドの
評判構築

ステークホルダーとの関与
パーパスドリブンな組織として、主
要なステークホルダーと定期的に関
わりを持ち、フィードバックを収集
し、プロジェクトで協働し、プログ
ラムや進捗に関する情報を提供して
います。これには、グローバルな情
報開示や、環境、人材、信頼に関す
る戦略を策定する中での継続的なア
ウトリーチ活動が含まれます。

ステークホルダーとの関係は、事業
価値を創出する上での重要な要素で
あり、キンドリルおよびお客様に
とって欠かせないものです。地域社
会、投資家、パートナー、サプライ
ヤー、政府との取り組みは、キンド
リルの評判の向上とリスク管理の強
化につながっています。人材への継
続的な投資は、優秀な人材の採用や
定着を可能にし、生産性の高い労働
力を支えます。信頼できるパート
ナーシップを通じて開発、提供する
革新的なソリューションは、収益成
長を推進し、お客様に新たな価値を
創出し、契約上および規制上の報告
要件の遵守を支援しています。
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監督とガバナンス
キンドリルの取締役会は、計画の監督を通じて、コーポレートシチズンシップ戦略において重要な役割を果たしていま
す。取締役会は、以下に示す監督体制を確立し、経営陣による企業市民戦略の実行を支援しています。

取締役会

コーポレートシチズンシップ戦略の全体的な監督

委員会

監査

	■ エンタープライズリス
ク管理
	■ サイバーセキュリティ
	■ データプライバシー
	■ 倫理、コンプライアン
ス、サプライチェーン

報酬と人的資本

	■ 人材管理
	■ 後継者計画
	■ 社員のエンゲージメント
	■ 報酬戦略におけるコーポレート
シチズンシップ指標の役割

指名とガバナンス

	■ ガバナンスのベストプラク
ティス
	■ 取締役会の構成
	■ 環境プログラムと気候変動
	■ 企業責任に関する事項

パーパスドリブンな
企業として、私たち
は事業全体にコーポ
レートシチズンシッ
プ活動を組み込み、
持続可能な成長を支
援し、社会に前向き
な影響をもたらして
います。私たちの
コーポレートシチズンシップ・プロ
グラムは、お客様、社員、地域社会
に対して成果を生み出しています。
ウナ・プーリッツィ
キンドリルコーポレートアフェアーズグローバル責任者

	■ 投資家との関与

Kyndryl 2025年度 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執行委員会

役職 役割

最高経営責任者 執行役員

コーポレートアフェアーズグローバル責任者 コーポレートシチズンシップ委員長

最高執行責任者 環境作業部会の執行役員

最高人事責任者 人材&社会作業部会の執行役員

法務顧問兼コーポレートセクレタリー 信頼とガバナンス作業部会の執行役員

グローバルシチズンシップおよびサステナビ
リティ担当シニア・バイスプレジデント

グローバル・シチズンシップおよびサステナビリティ部門のリーダー
（環境ワーキンググループを統括し、気候変動、環境資源、サプライ
チェーン、人権、社会的インパクト、キンドリル財団、そしてコーポ
レートシチズンシップ全般の管理に注力）

法務担当バイスプレジデント 人材＆社会作業部会のリーダー（人材、ウェルビーイング、帰属意識、
健康・安全、報酬に注力）

法務担当バイスプレジデント 信頼とガバナンス作業部会のリーダー（サイバーセキュリティ、データ
プライバシー、倫理、AI、政府関係、リスク管理に注力）

最高財務責任者 委員

Kinship @ Kyndryl担当バイスプレジデント 委員

コーポレートシチズンシップ執行委員会 
キンドリルのコーポレートシチズンシップ・プログラムは、CEOと
グローバルコーポレートアフェアーズ責任者の監督の下で運営されて
います。コーポレートシチズンシップ執行委員会は、取締役会に重要
な情報を提供し、戦略的進捗を把握するために少なくとも四半期ごと
に会合を行っています。
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コーポレートシチズンシップ関連のリスク管理
キンドリルのコーポレートシチズンシップ執行委員会および取締役
会による監督とガバナンスに加えて、エンタープライズリスク管
理(ERM)プログラムは、コーポレートシチズンシップ戦略に関連
するリスクを特定、評価、管理するうえで役立っています。これ
はグローバルな事業全体にわたって実施されます。私たちのERM
の一環として以下を行なっています。 

•	 エンタープライズサービス、グローバルプラクティス、各国の
マネジメントチームは、リスク評価調査を実施し、特定された
固有リスクと残存リスクを、キンドリルの事業運営、評判、
財務へのインパクトに基づいてランク付けします。 

•	 事業全体にわたるリスク管理戦略の策定を可能に
するために、リスク管理の個別責任はエグゼク
ティブに割り当てられています。

規制遵守と対応準備
急速に変化するグローバルな規制環境に適応するため、私たちは主
要な社内リーダーやステークホルダーと連携し、規制遵守と対応戦
略の策定と実行に取り組んでいます。 

私たちは、グローバルな事業全体において、コーポレートシチズン
シップに関する非財務報告の要件を定義しました。また、国際標準
化機構(ISO)の基準に準拠したマネジメントシステムを開発、認証す
るとともに、必要なプロセスと管理体制を策定、導入し、引き続き
必要な情報を特定、監視、評価、開示して、必須の報告枠組みに対
応しています。
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本セクションの内容

サステナブルな未来に向
けた加速

気候リスクと環境運用効
率の管理

システムパフォーマンス
と 規制コンプライアン
スの管理

選ばれるサービスプロバ
イダーであるために

市場での差別化を推進

責任あるサプライ
チェーン

環境への貢献

15
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サステナブルな未来に向けた 
加速
キンドリルでは、サステナビリティに関する取り
組みを推進し、温室効果ガス（GHG）排出量を
削減し、環境目標を達成するために取り組んでい
ます。さらに、キンドリルは革新的なサービスを
設計、提供し、お客様が自らのサステナビリティ
戦略を進め、ビジネス価値を高められるよう支援
しています。 

環境サステナビリティにおける優先事項

キンドリルの環境サステナビリティに関する戦略的優先事
項は、事業目標に沿い、国連の持続可能な開発目標(SDGs)
および非財務報告の要件に対応しています。

キンドリルの環境サステナビリティ方針は、事業
活動やサービス全体にわたりサステナビリティに
取り組むというコミットメントを示しています。

01
気候リスクと環境運
用効率の管理

02
システムパフォーマンスと規制
コンプライアンスの管理

03
選ばれるサービスプロバ
イダーであり続ける

04
市場での差別化を推進

16
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気候リスクと環境運用
効率の管理 
キンドリルは、ISO 14001および50001のグローバル認証を取得した
環境・エネルギー管理システム(EEnMS)を導入しています。これに
は、環境および気候関連リスクを管理するためのプログラム、指標、
目標が含まれています。私たちのシステムは、GHG排出量と気候を
重視しており、二重のマテリアリティ評価を通じて重要課題として特
定されています。また、水や廃棄物の管理など、利害関係者に関連す
るその他の課題にも対応しています。

シニアバイスプレジデントが率いるグローバルシチズンシップおよび
サステナビリティ（GCS）チームは、サステナビリティ関連の施策
の方向性と実行を推進する責任を担っています。キンドリルは、環境
プログラムの目標を設定、それを追跡し、測定しています。これら
はGCS、不動産管理およびデータセンターサービス、調達、資産管
理、ロジスティクス、財務、人事、法務チームが連携し、E&EnMS
の一環として実施されています。 

私たちの環境プログラムはエンタープライズ・リスク管理(ERM)プ
ログラムに組み込まれています。ERMプログラムとE&EnMSは、環
境および気候関連リスクを評価し対処することで、資源を適切に配分
し、定期的な社内報告を行うことに役立っています。詳細について
は、E&EnMSおよびERMのセクションを参照してください。

キンドリルは、気候リスクの管理および運
用効率の向上に向け、グローバルなアプ
ローチを取っています。私たちは、温室効
果ガス排出量の削減、エネルギー効率の向
上、環境負荷の最小化が進んでいることを
誇りに思っています。
ビジネス戦略を支える
強固なガバナンス、力
強いリーダーシップ、
透明性の高い目標によ
り、ネットゼロ目標の
達成に向けた取り組み
を加速させ、レジリエ
ンスを強化し続けてい
ます。 

ハーシュ・チュー 
最高執行責任者および環境ワーキンググループのエグゼク
ティブスポンサー

温室効果ガス排出量と気候
変動
キンドリルは、温室効果ガス(GHG)排出
量の削減、エネルギー効率の向上、気候関
連影響の管理に取り組んでいます。私たち
の>気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）報告書には、気候変動による影
響、リスク、機会に関する戦略、管理、 
ガバナンスの詳細が記載されています。

温室効果ガス(GHG)排出量および気候変動
による影響を管理することにより、規制要
件の遵守、情報開示の実施、そして事業価
値の向上につなげています。詳細について
は、「コーポレートシチズンシップ非財務
報告ハブ」をご覧ください。

キ ン ド リ ル は 、 温 室 効 果
ガス(GHG)排出量の削減、
エ ネ ル ギ ー 効 率 の 向 上 、
気候関連影響の管理に取り
組んでいます。
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ネットゼロ目標 
キンドリルのネットゼロ目標は、地球温暖
化を1.5℃に抑えるというパリ協定の目標
に沿っており、戦略は気候変動に関する政
府間パネル（IPCC）による最新の科学的
知見に基づいています。SBTi（科学に基
づく目標設定イニシアチブ）は、キンドリ
ルの短期目標を承認しており、この目標で
は、2023会計年度を基準として、2030
会計年度までにスコープ1、2、3の温室効
果ガス(GHG)排出量を50％削減すること
を掲げています。また、この短期目標の一
環として、2023会計年度を基準としてス
コープ1および2の温室効果ガス(GHG)排出
量を75％削減し、同じ期間に購入した製
品やサービス、資本財、燃料やエネルギー
関連活動に伴うスコープ3の温室効果ガス
(GHG)排出量を50％削減することを目指し
ています。さらに、SBTiは2040年までに
ネットゼロを達成するという私たちの目標
も認証しました。 

キンドリルは、これらの目標達成に向け、
エネルギー効率の高い製品やサービスの調
達、組織全体のエネルギー効率の向上、
2030年までに購入する電力の100％を再
生可能エネルギー由来とすることに取り組
んでいます。

2030年の目標

75%
スコープ1およびスコープ2の温室効果 
ガス(GHG)排出量の75％削減

50%
スコープ3を含む温室効果ガス(GHG) 
排出量全体の50％削減

100%
購入電力の100％を再生可能エネルギー 
由来とする

年までにネットゼ
ロを達成

2040

温室効果ガスインベントリ、指標、進捗
キンドリルは、温室効果ガス(GHG)プロトコルに準拠したベストプラクティスを継続し、排出量と
環境パフォーマンスの追跡、測定、計算を行っています。私たちの温室効果ガス(GHG)インベント
リには、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボンを含む、スコープ1、 
2および該当する6 スコープ3排出量 が含まれています。7報告の正確性と完全性を確保するため、
スコープ1、2、3の温室効果ガス(GHG)排出量指標について第三者による限定的保証レビューを実
施しました。 

私たちの『2025年度環境と人材に関するデータブック』には、スコープ1、2、3の保証報告書と
分析手法や計算の詳細が掲載されています。ご参照ください。

6  スコープ3カテゴリー1-7を含みます。スコープ3の境界の決定に関する詳細は、『環境と社員に関するデータブック』を参照してください。
7  キンドリルの事業活動において、その他の温室効果ガスに関連する排出は発生しませんでした。
8  総排出量には、スコープ1、2、3の温室効果ガス（GHG）排出量が含まれます。エネルギーデータには、私たちが運営する拠点で消費され
たすべてのエネルギーと、キンドリルのIT負荷を支えるためにサービス提供（すなわち第三者運営）データセンターで必要とされる電力量
の一部が含まれます。排出量の定義、算定方法および手法の詳細については、『環境と社員に関するデータブック』をご参照ください。

9  温室効果ガスプロトコルのスコープ2ガイダンスより：ロケーション基準では、エネルギー消費が発生するグリッドの平均排出強度が反映さ
れますが、マーケット基準では、企業が意図的に選択した電力からの排出が反映されます。

10 mtCO2e = 二酸化炭素換算トン
11  キンドリルの2023年度、2024年度、および2025年度の収益については、2025年度年次報告書（フォーム10-K） 
の30ページに記載されています。

キンドリルの排出量、エネルギー消費量および排出原単位8

カテゴリー 2023年度 2024年度 2025年度

スコープ1および2の排出量合計（マーケット基準9、mtCO2e10) 318,077 292,002 234,239

スコープ3の排出量合計（mtCO2e10) 838,912 740,210 709,713  

総排出量（マーケット基準9、mtCO2e10) 1,156,989 1,032,213 943,952

総排出量（ロケーションベース9、mtCO2e10) 1,274,727 1,161,181 1,075,895

スコープ1および2（マーケット基準）の排出強度（mtCO2e / 
100万米ドル会計年度売上高11)

18.7 18.2 15.6

購入電力量（MWh) 1,440,086 1,400,119 1,259,889

再生可能エネルギー総電力量（%) 51 51 58

総エネルギー（MWh) 1,667,938 1,583,148 1,418,314
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2023年度（基準年）から2025年度の間
に、キンドリルが達成した成果

26%
スコープ1およびスコープ2 
（マーケット基準）温室効果ガス 
(GHG)排出量の削減

15%
スコープ3全体の温室効果ガス
(GHG)排出量削減

18%

13%

スコープ1、2（マーケット基準） 
および3を含む全体の温室効果 
ガス(GHG)排出量削減

調達した電力全体の削減

15%

17%

スコープ1および2を合わせた 
エネルギー消費量全体の削減

温室効果ガス(GHG)排出原単位の
改善（スコープ1、2のマーケット
基準温室効果ガス(GHG)排出量／
収益）

2025年度、スコープ1および2（マーケット基準）の温室効
果ガス(GHG)排出量を2024年度比で20％削減しました。
累計で見ると、2023年度基準比でスコープ1および2の温室
効果ガス(GHG)排出量を26％削減しました。この削減は主
に、データセンターの統合や最適化を戦略的に進め、旧来の
データセンターを集約し、ITワークロードをよりエネルギー
効率の高い、気候耐性を備えたデータセンターに移行したこ
とによって実現しました。さらに、スコープ3の温室効果ガ
ス(GHG)排出量については、2024年度比で4％、2023年度
基準比で15％削減しました。この進展は主に、エネルギー消
費全体の削減によるものであり、それに伴い上流および輸送
損失に関連する排出量が減少しました。また、出張に伴う排
出量の削減、主要サプライチェーンエンゲージメントプロセ
スの継続的改善によって、カテゴリ1および2における排出量
も削減されています。総じて、2023年度以降、スコープ1、 
2（マーケット基準）および3の排出量を18％削減し、 
2040年ネットゼロおよび2030年の削減目標達成に向けて
前進しています。

ネットゼロへの道
キンドリルは、主にデータセンターの運用およびバリュー
チェーンから発生する排出量を削減するために取り組んでい
ます。ネットゼロ目標に向けた進展を加速させるため、私た
ちは以下の方法で脱炭素化を進めています。

データセンター変革戦略の実行
キンドリルは旧来型のデータセンターを統合し、ITワーク
ロードを最新かつエネルギー効率の高い拠点やクラウドプ
ラットフォームへと移行しています。これらのデータセン
ターはより多くの再生可能エネルギーを活用し、お客様と私
たちの両方に利益をもたらします。新規データセンターの立

12 電力使用効率（PUE）は、データセンター全体のエネルギー消費量をIT機器に
よるエネルギー消費量で割った値を指します。この値が1に近いほど、データセ
ンターおよび冷却システムのエネルギー効率が高いことを意味します。

地選定ではエネルギー効率や再生可能エネルギー利用を
重視しています。

エネルギー効率の向上
キンドリルは、IT機器の刷新やモダナイゼーション、IT
ワークロードの統合や仮想化を通じて、データセンター
運用のエネルギー効率向上に注力しています。私たちは
また、AIと自動化を活用した冷却および気流効率化も実
施しています。2025年度、キンドリルはエネルギー効率
化プロジェクトを通じて24,400MWhのエネルギー使用
量を削減し、電力コストで約270万米ドルの削減効果を
実現しました。

さらに、キンドリルには、EUデータセンターのエネル
ギー効率に関する行動規範（EU CoC）。で承認され
た、世界最大規模のデータセンターポートフォリオの1つ
があります。この自主的な取り組みは、EUのエネルギー
効率指令に基づく規制要件の基本となっており、キンド
リルがエネルギー効率を重視していることを示していま
す。キンドリルのデータセンターは、EU内外でこの取
り組みを推進し、2025年度には加重平均の電力使用効
率(PUE）を1.7と算定しました。全体として、キンドリ
ルのデータセンターは2025年度に加重平均PUE1.9を達
成しました。
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再生可能エネルギー源から購入した電力を調達
キンドリルは、可能な限り再生可能エネルギー由来の電力を
優先することで、排出量の削減を目指しています。2025年
度において、調達した電力の58％は再生可能エネルギー由来
でした。キンドリルは、2030年までに調達電力の100％を
再生可能エネルギーに転換するという目標の達成に向けて、
再生可能エネルギーの調達を管理するにあたり、業界のベス
トプラクティスであるRE100のガイダンスに従うことを目指
しています。

サプライチェーンとの連携
他の多くの企業と同様に、スコープ3はキンドリルの温室効
果ガス排出量のうち最大の割合を占めています。私たちはス
コープ3のカテゴリー1（購入した製品やサービス）およびカ
テゴリー2（資本財）の排出量に大きく影響しているサプラ
イヤーを特定しました。2025年度には、7,500社以上のサ
プライヤーを対象に、気候変動対策の推進に関するグローバ
ル教育キャンペーンを開始しました。詳細については、「責
任あるサプライチェーン」のセクションをご覧ください。
また、サプライヤーの二酸化炭素削減プログラムをより深く
理解するため、CDPサプライチェーンプログラムにも参加し
ました。CDPのプラットフォームを活用して主要サプライ
ヤーのサプライチェーン排出量を正確に推計し、排出量削減
プログラムを適切に実施していくことを目指しています。

廃棄物
キンドリルは、廃棄物の処理ではなく回避を優先すること
で、循環型経済を支援しています。環境負荷の最小化を目
指し、責任あるサプライヤーや業者と連携し、規制要件を
順守しながら廃棄物削減に取り組んでいます。主な廃棄物

ています。さらに、キンドリルはサービスプロバイダーと協
力し、EUの拡大生産者責任要件やEU以外の地域におけるそ
の他の電子廃棄物関連規制の順守を支援しています。

源は、データセンターおよびオフィスからのIT資産や設備
廃棄物です。

廃棄物管理戦略
キンドリルの廃棄物管理は、廃棄物回避、再利用、リサイ
クル、処分に関する内部基準、および施設廃棄物やIT電子
廃棄物の処分に関する国際的なガイドライン・規制に基づ
いて行われています。グローバル全体で取り組む環境およ
びエネルギー管理システム（E&EnMS）を通じて、廃棄物
防止および管理プロセスを策定しており、毎年見直されて
います。キンドリルの社員およびサプライヤーは関連する
研修を受講しています。

キンドリルの廃棄物回避および管理プログラムは、データ
センター運用および社員の業務用機器から発生するIT廃棄
物に対応しています。また、このプログラムには、お客様
向けにソリューションをカスタマイズするための内部評価
プロセスがあり、データセンターにおける既存の容量を最
大限に活用し、IT資産の社内再利用または再販を行うこと
ができます。IT資産が再利用または再販できない場合、私
たちはスクラップ業者と連携し、適切にリサイクルまたは
廃棄処理を行っています。このプログラムは、すべてのIT
廃棄物業者に対し、第三者による電子製品リサイクル認証
の取得、もしくは環境マネジメントシステムの下で運営
し、必要な許可を取得するとともに、パートナーの法令順
守を検証することを求めています。埋立処分や焼却は、他
に責任ある選択肢が存在しない場合に限り実施されます。

キンドリルのスクラップ業者は、適用される法的要件を監
視、順守する契約上の義務を負っています。私たちは、ア
ンケートやデスクトップレビューを通じて適正評価を行
い、サプライヤーや業者の廃棄物管理の取り組みを評価し
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生物多様性
キンドリルの生物多様性への直接的な影響は最小限であり、
キンドリルにとって重要なテーマとは考えていません。しかし
ながら、生物多様性の重要性と、気候と自然の深いつながり
を認識しています。キンドリルは、統合生物多様性評価ツー
ル(IBAT)を使用し、複数拠点および拠点別の評価を実施しまし
た。これらの評価結果に基づき、水消費量、水ストレス、社員
の常駐状況、生物多様性指標を考慮し、重点的に取り組むべき
拠点を特定しました。キンドリルは、生物多様性を支援する
ターゲット型プロジェクトを通じて、最も大きなインパクトを
与えられると考えています。

13 GRI 2021基準に従い、キンドリルは水の消費量を本レポート期間中に取水され、地表水、
地下水、海水または第三者に放出されなかったすべての水の合計と定義しています。

14 水ストレスの高い地域には、世界資源研究所のAqueduct 4.0水リスクマップデータを通
じて取得された、水ストレスが極めて高い（80%超）地域と高い（40～80%）地域にあ
るキンドリルが運営する施設とサービス提供データセンターが含まれます。

水
キンドリルの目標は、データセンターやオフィスにおける総
水使用量を、世界資源研究所が定義する水ストレスの高い地
域において、2030年までに2023年度の基準値と比較して
30％削減することです。

キンドリルは主に、データセンターで冷却や加湿のために水
を使用しています。オフィスでの使用は比較的少なく、主に
トイレやその他の設備に限られています。使用した水は主に
公共の処理施設に排出され、自然の水域への直接排出は最小
限です。キンドリルのE&EnMSは、各拠点における水管理
要件を明示し、関連規制や基準の順守を支援しています。

進捗状況のトラッキング
2025年度、キンドリルは1,158メガリットルの水を消費し、
水消費量の43%13 は水ストレスの高い地域で発生しまし
た。14 前年比で6%の水消費量削減を達成し、水ストレスの
高い地域では前年比で10%の水消費量削減を達成しました。
この改善は主に、レガシーデータセンターの統合とITワーク
ロードをより現代的で、エネルギー効率と水効率の高いサイ
トにシフトするデータセンター変革戦略によるものです。詳
細については、温室効果ガス排出量と気候のセクションをご
覧ください。2023年度以降、水ストレスの高い地域での水
消費量を18%削減し、2030年までに30%削減する目標に向
けて進んでいます。

キンドリルは、特定の水関連指標に関する限定的な保証業務
を実行するため、第三者と契約しました。これは2025年度
の報告対象です。詳細については、『2025年度環境と人材
に関するデータブック』を参照してください。

進捗状況のトラッキング
私たちは、IT廃棄物を再利用、再販売、リサイクルを通じ
て、2030年までに埋立処分から100％回避することを目指
しています。これらの選択肢が利用できない場合は、エネル
ギー回収を伴う焼却を優先し、エネルギー回収を伴わない焼
却や埋立は最終手段としています。2025年度、IT廃棄物の
埋立回避率は99.99％（9kgが埋立処分）となりました。

キンドリルは、特定の廃棄物指標に関する限定的な保証業務
を実施するため、第三者機関と契約しました。これは2025
年度の報告対象です。詳細については、『2025年度環境と
人材に関するデータブック』を参照してください。
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キンドリルは、以下のような枠組みや開示基
準を用いて進捗を報告しています。

•	 気候関連財務情報
開示タスクフォース（TCFD）

•	 GRIスタンダード2021

•	 サステナビリティ会計基
準審議会（SASB）ソフ
トウェアおよびITサービス標準

•	 CDP（旧カーボン・ディ
スクロージャー・プロジェクト）

これらの開示情報は、キンドリルのコーポ
レートシチズンシップ非財務情報レポートハ
ブをご覧ください。

サステナビリティへの取り組み
の実践
環境、エネルギー、気候への影響について責
任を持って積極的に管理するために、キンド
リルはグローバルな環境およびエネルギー管
理システム（E&EnMS）を導入し、自社の事

キンドリルは、研修や広報活動を通じて、
E&EnMSに関する情報を社内外に提供し
ています。2025年度には、ダブルマテリ
アリティ評価と内部監査および外部監査の
結果を統合して、E&EnMSをさらに強化
しました。さらに、ISO気候変動改正に対
応するため、ISO 9001（品質管理システ
ム）など、組織内の他のISO認証もサポー
トしました。

システムパフォーマンスと 規制 
コンプライアンスの管理

コンプライアンスと規制
キンドリルは、適用される法律、規制、
その他の義務に準拠するためのリソー
スとプログラムの提供に重点を置いてい
ます。規制の動向を監視し、必要に応じ
て報告し、現在の環境およびその他の非
財務報告要件に準拠していると考えてい
ます。詳細については、規制対応のセク
ションをご覧ください。

業と活動の全範囲を評価しています。キンドリ
ルのE&EnMSはISO 14001および50001規格
に準拠して世界的に認証されています。

このE&EnMSにより、最も重要な環境側面と
エネルギー使用に関する影響を評価し、潜在的
なリスクや機会を特定し、それらに効果的に対
処するための管理策を策定、実行することが可
能になります。E&EnMSの一環として、キン
ドリルが責任を持つデータセンター運営では、
エネルギーと水の効率的な使用、漏水の予防と
管理、気候変動の緩和と適応を実践していま
す。このE&EnMSは、環境プログラムやエネ
ルギープログラムの管理、コンプライアンス義
務の遵守、是正措置計画の策定と評価、実績の
監視や測定を行うための適切な管理策を提供し
ます。さらに、役割と責任を明確にし、経営層
への説明責任の所在を明示することで、目標達
成に向けて継続的に前進しています。
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選ばれるサービスプロバイダーであるために
キンドリルがお客様と共にサス
テナビリティの推進に取り組む
中で、私たちの協働的なアプ
ローチと意欲的な社員の姿勢
が、選ばれるサービスプロバイ
ダーとしての地位を築いてい
ます。

お客様と協力
キンドリルは現在および将来のお客様と積極
的に関わり、サステナビリティの目標、取り
組み、進捗について継続的に対話していま
す。2025年度には、サステナビリティ関連
のお客様からの問い合わせが大幅に増加し、
さらに市場アナリストが指摘するように、サ
ステナビリティ市場における需要の拡大を確
認しました。キンドリルがお客様向けに革新
的なサステナビリティサービスをどのように
創出しているかについては、「市場の差別化
を推進」のセクションをご覧ください。

社員との関与

サステナビリティに関する研修、
教育、プログラム
キンドリルのサステナビリティ学習・開発プ
ログラムは、すべての社員に提供されていま
す。このプログラムには、ミッションネット
ゼロコース、Climate Freskのパイロット、
社員ネットワークを通じた学びがあります。

「ミッションネットゼロ」
キンドリルの「ミッションネットゼロ」研修
コースは、サステナビリティの基礎知識を提
供し、キンドリルのサステナビリティおよび
ネットゼロに向けた取り組みを紹介する内容
です。2025年度末までに、延べ40,000名以
上のキンドリル社員がこのコースを修了し、
当初の目標であった21,000名を大きく上回り
ました。2026年度には、本コースの新バー
ジョンを発表し、社員の参加をさらに促進す
る予定です。

Climate Fresk
2025年度には、Climate Fresk’sの気候教
育ツールのパイロットを立ち上げました。
Climate Freskは2018年に設立され、インタ

ラクティブなワークショップを通じて気候変動
への認識を高めることを目的としています。
パイロットの一環として、30名のキンドリル
ファシリテーターが300名のキンドリル社員の
研修を行い、参加者が気候変動の科学的内容、
原因、および潜在的な影響を理解し、主体的に
関わることができるよう支援しました。私たち
は現在、このプログラムの対象をさらに広げる
ことを目指しています。

Green Guild
Green Guildは、メンバーを500人以上に増や
し、イノベーション、コラボレーション、そし
て責任あるテクノロジー利用を通じて、サステ
ナビリティ文化の醸成に取り組んでいます。こ
のギルドは、社員がお客様に対して拡張可能で
影響力のあるサステナビリティサービスを提供
できるよう支援し、私たちの事業目標と環境目
標を後押ししています。

Eco Stream Network
Eco Stream Networkは、草の根的な社員イ
ニシアチブでキンドリルとその地域社会におけ
るサステナビリティ推進を目的としています。
社員が個人として、また集団として主体的に行
動できるように支援することで、サステナビリ
ティを前進させます。49カ国約1,600名のメ

ンバーを擁するこのネットワークは、ライ
ブセッション、地域でのプロジェクトやコ
ミュニティ活動を通じて実践的なサステナ
ビリティ行動に取り組んでいます。
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市場での差別化
を推進
企業がサステナビリティに取り組む
にあたり、当面および長期の目標
を達成するためには適切な戦略とソ
リューションが必要です。キンドリ
ルは、高度な技術的専門性、共創の
マインドセット、そして変革のあら
ゆる段階において信頼されるパート
ナーであることに重点を置き、お客
様の成功を支援します。

キンドリルのサステナビリティセンターオブエク
セレンスおよびKyndryl Consultは、グローバルな
パートナーエコシステムと連携し、環境負荷の低減
や規制要求への対応を支援しながら、お客様のビジ
ネス変革を推進するエンドツーエンドのソリュー
ションを提供しています。2025年初頭、キンド
リルはISG Provider Lens™において、ITソリュー
ションおよびサービス分野のサステナビリティと
ESGに関するリーダーに選出されました。

Global Sustainability Barometer 
20カ国、9つの業界のリーダーからの洞察をまとめた、キ
ンドリルの第2回年次Global Sustainability Barometer調査
では、意欲的な目標と行動をつなげるような統合的でデータ
に基づいたソリューションの必要性が再確認されました。 
同調査によれば、84%の組織がサステナビリティについて
目標の達成について戦略的に重視しているものの、環境負荷
の低減や全体的なサステナビリティ戦略の策定にテクノロ
ジーを活用しているのはわずか21%にとどまっています。

Kyndryl Readiness Report
Kyndryl Readiness Report、では、Kyndryl Bridge、の独
自データを活用し、企業が将来のリスクや技術変革にどの程
度備えているか、特にサステナビリティに関する備えを評価
しました。本レポートによれば、90%のビジネスリーダー
がITモダナイゼーションにおいてサステナビリティを優先事
項と位置づけていると回答する一方で、サステナビリティ
に基づく成果を実際に得られていると回答したのはわずか
27%でした。これらの調査結果は、サステナビリティをデ
ジタル戦略により深く組み込む必要性を浮き彫りにしていま
す。詳細については、「レポート」をご覧ください。
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私たちのサステナビリティサービス
キンドリルは、あらゆるサステナビリティ成熟度の段階にあ
るお客様がビジネス目標を達成できるよう支援する、カスタ
マイズされたサービスを提供しています。キンドリルは、サ
ステナビリティサービスを各地域の規制や新たに出現する地
域動向に合わせてカスタマイズしています。この地域別アプ
ローチにより、地域市場のニーズに最適化された、持続可能
性およびビジネス要件に対応する個別サービスを提供するこ
とができます。

キンドリルのアプローチは、次の3つの柱に基づいて構成さ
れています。

戦略と計画
私たちの従来型のアドバイザリーサービスは、変化し続ける
サステナビリティの状況に対応する組織に対してエンドツー
エンドで支援します。さらに、お客様の戦略やロードマッ
プの策定を支援し、物理インフラやITインフラの気候、エネ
ルギーレジリエンスを評価し、規制遵守を支援するための
マテリアリティ評価や成熟度評価の実施をガイドしていま
す。キンドリルはまた、お客様がサステナビリティ関連の規
制要件を満たし、スコープ1、2、3の排出量報告要件に準拠
し、各種プログラムをグローバル基準に整合させることを
支援します。

情報と洞察
キンドリルが提供するKyndryl Sustainability Advisor 
(KSA)、は、Kyndryl Bridge上で提供され、ハイブリッドIT
環境全体にわたる主要なサステナビリティ指標を追跡するた
めの統合ダッシュボードを提供します。KSAでは高度な分

析、自動化されたレポート、AIを活用したインサイトを提
供、お客様の非効率な部分特定し、改善策の優先順位を決定
できるよう支援します。さらに、アプリーケーション、デー
タ&AIが提供するサービスにより、インサイトの創出や規制
報告の要件に対応するために必要なデータの収集や集約を効
率的に行うことができます。業務データとESGに関するデー
タを強固なデータガバナンスで統合することにより、キンド
リルはお客様が効果的なサステナビリティ活動を行うのため
の強固なデータ基盤の構築を支援します。

変革と脱炭素化
キンドリルのIT変革と脱炭素化を支援する取り組みは、お客
様のITインフラとアプリケーションポートフォリオのモダナ
イズ、性能の向上、コンピューティングコストの削減、炭素
排出量の削減を支援します。ITサステナビリティ評価に基づ
く診断を活用し、エネルギー効率を改善し、アプリケーショ
ンの合理化と最適化を行うロードマップを共同で策定しま
す。さらに、キンドリルは、資源利用を最適化し、環境へ
の影響を低減するためにコード効率を改善するサービスを
提供します。

運用効率を高めるために、キンドリルは先進的なモノのイ
ンターネット（IoT）機能を活用し、スマートセンサーの統
合、高度な分析、デジタルツインといった革新的な技術を通
じて、お客様が実行可能なインサイトを得られるよう支援
しています。

さらに、キンドリルはGoogle Cloud Partner Advantage 
ProgramにおけるGoogle Cloud Ready — Energy & Carbon 
Designation を取得しました。キンドリルは、このプログ
ラムにおいてGoogle Cloudのお客様が AI を活用して、よ
りエネルギー効率の高いITインフラ運用を設計、開発、管理
できるよう支援する、最も初期ののサービスプロバイダー
の1つです。

お客様の成功

データセンターの最適化 – 熱環境の更新
キンドリルは、家電メーカーのデータセンターのエネルギー
効率改善を支援し、サステナビリティ目標の達成を支援し
ました。サーマルシミュレーションを用いて、熱の再循環
や気流の問題を特定し、天井開口部やラック設計の見直し
などの改善につなげました。その結果、同社は空調装置を
29％削減し、年間で約180トンのCO₂排出量削減を見込
んでいます。

ハイブリッドIT排出量の追跡
ある欧州の大手金融機関は、Kyndryl Sustainability Advisor
を活用し、ハイブリッドITインフラからのエネルギー使用量
と温室効果ガス排出量を測定し、報告しています。排出量を
目標値と比較し、環境負荷低減のための改善機会を特定する
ことができます。

レポートデータ管理
あるグローバル通信企業は、エンドツーエンドのサステナビ
リティ報告プロセスを整理、構造化、デジタル化するために
キンドリルを採用しました。キンドリルは、データソースの
マッピングを支援し、ロードマップを提供してレポーティン
グを合理化し、既存の技術環境を最適化し、データガバナン
スを実装してサステナビリティデータの活用体制を強化しま
した。このデジタル化戦略により、同社はコンプライアンス
を簡素化し、データ精度を向上させ、手作業による報告作業
ではなく、サステナビリティパフォーマンスに重点を置ける
ようになりました。
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責任あるサプライ
チェーン
キンドリルは環境サステナビリティポリシーとサプライヤー
責任の取り組みに沿って、サプライヤーと協力して、サプラ
イチェーンのレジリエンス、責任ある調達、環境的および社
会的インパクトを管理します。私たちは、サプライチェーン
のインパクトが私たちの事業とステークホルダーに影響を与
え、責任ある管理は共同の取り組みであることを理解してい
ます。サプライチェーンを責任を持って管理することで、キ
ンドリルは持続可能なビジネス慣行を拡大し、お客様に価値
を提供することができます。

私たちはサプライチェーンの管理を支援するため、
Responsible Business Alliance（RBA）の準会員として参
加しています。RBAは、責任ある事業活動を推進する世界
最大規模の業界連合であり、グローバルなサプライチェーン
における責任あるビジネス慣行を推進しています。私たちは
RBA行動規範を自社の事業運営に遵守し、段階的にサプラ
イヤーにも適用していくことを約束しています。RBA行動
規範に沿って、私たちはサプライヤーが社会的責任および環
境管理システムを確立、維持し、適用されるすべての規制を
遵守することを期待します。

戦略的アプローチ
キンドリルでは、新規サプライヤーの採用前には、自己回答
式アンケートを用いたデューデリジェンスを実施し、調達基
準を満たしているかを評価します。これらの基準には、財
務の安定性、法令遵守、キンドリルの要求に応える能力、
環境および社会的基準の遵守、倫理および反贈収賄要件の
遵守が含まれます。サプライヤーは、RBA行動規範に署名
するか、同等の内部統制を有していることを証明する必要
があります。

キンドリルの「サプライヤー行動規範」は、人権、労働慣
行、環境責任を含む環境的・社会的な期待事項を定めていま
す。私たちは、RBA行動規範および社内の環境方針に基づ
き、廃棄物の削減、再利用、リサイクル、責任ある処理を重
視した取り組みを実践しています。

キンドリルは、サプライヤーと人権を含む幅広いサステナビ
リティ課題に取り組んでいます。私たちの人権方針は、結社
の自由、非差別、公正な労働慣行を含む国際的に認められた
基準を遵守することをサプライヤーに求めています。

キンドリルはまた事業を展開する同一国内または地域におけ
るローカル調達を優先しています。これにより、グローバル
な供給の混乱リスクを低減し、輸送に伴う排出量を削減して
環境負荷を最小化します。新たに調達部門に加わるすべての
キンドリル社員は、私たちのガバナンスに関する研修を修
了し、調達戦略に関連するセッションに参加することが求
められます。

サ プ ラ イ ヤ ー と 協 力 し て 、 
サ プ ラ イ チ ェ ー ン の
レ ジ リ エ ン ス 、 責 任 あ る
調 達 、 環 境 的 お よ び 社 会 的
インパクトを管理します。
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進捗状況のトラッキング
キンドリルは、サプライヤーのパフォー
マンスを継続的に監視および評価し、
私たちの基準や目標との整合性を確認
しています。

I2025年度、新規サプライヤーの95％が
RBA同意書に署名し、RBA行動規範を遵守
することを約束しました。残りの5％は、
承認された代替方法を通じてコンプライ
アンスを達成しました。手続き後、私た
ちはRBAコード監査と自己評価質問票を
通じて、選定したサプライヤーに対して
デューデリジェンスを実施します。これら
の評価は、以下を含む幅広い基準をカバー
しています。

•	 児童労働と強制労働

•	 健康と安全

•	 労働時間と賃金

•	 環境管理システム

•	 人権デューデリジェンス

•	 人身取引および奴隷労働に関する 
サプライヤー研修

コンプライアンスをサポートするために、
これらの評価を追跡および監視します。
私たちは、グローバルRBAリスク分析ツー
ルによって提供されるインサイトと分析に
基づき、コンプライアンス違反の多い国に
おけるリスクを評価しています。不適合が

発覚した場合には、是正措置が取られ、将来
の取引からの除外を含む対応が行われる可能
性があります。この統合的なモニタリング体
制により、グローバルなサステナビリティ
基準に整合した、強靭で倫理的なサプライ
チェーンの維持を可能にしています。

また、EcoVadisプラットフォームを使用し
て、購入製品・サービス（スコープ3カテゴ
リー1）や資本財（スコープ3カテゴリー2）
の排出量に大きな影響を与える主要サプラ
イヤーの環境、労働および倫理的慣行を評
価しています。2025年度には、これらのサ
プライヤーの85％以上がEcoVadisのアン
ケートを完了、または完了に向けて取り組ん
でいました。

国連の持続可能な開発目標（SDGs）およ
びのネットゼロ目標を支援するため、キン
ドリルでは2025年にグローバル教育キャン
ペーンを立ち上げ、7,500社を超えるサプラ
イヤーに脱炭素化の取り組みを呼びかけまし
た。このキャンペーンでは、キンドリルの
環境戦略を紹介し、2030年までに排出量を
50％削減するという目標や、より広範なネッ
トゼロ目標を共有しました。また、サプライ
ヤーに対しEcoVadis評価制度への参加を奨
励し、キンドリルが保持するゴールドメダル
を示すとともに、SBTiに整合した目標を採用
することを呼びかけました。

責任ある調達
私たちは、イノベーションを促進し、経済的
な強靭性と競争力を高め、私たちのサステナ
ビリティ目標に整合するサプライベースの構
築に努めています。

キンドリルは、すべてのサプライヤーに対
し、私たちのビジネスに参入し競争するた
めの機会を平等に提供することを約束して

います。このコミットメントは、事業主の
人種、肌の色、宗教、信条、国籍、性別、
ジェンダー、ジェンダーアイデンティティ
または表現、性的指向、妊娠、カースト、
遺伝情報、障がい、年齢、その他法律で禁
止されている要素に関わらず、すべての企
業に適用されます。
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In this section本セクションの内容

社員へのエンパワメント

人材の獲得

人材の維持

帰属意識とウェルビーイ
ング

健康と安全

グローバルコミュニティ
に対する責任

人権

社員とコミュニティへ
の貢献

28

Kyndryl 2025年度 コーポレート・シチズンシップ・レポート 



社員へのエンパワメント
キンドリルは、お客様とコミュニティにとって
社会成長の生命線となることに重点を置いた、
「人」を中心としたサービス企業です。

私たちの社員は、お客様に独自の視点とスキルセットを提供しています。
私たちは業務遂行とウェルビーイングの両立をさせる柔軟で魅力的な職場環
境を構築しています。「The Kyndryl Way（キンドリルウェイ）」と呼ば
れる独自のカルチャーを通じて、私たちは高度なスキルを持つ人材を惹きつ
け、定着させ、育成し、動機づけ、大切にします。

私たちは、キンドリル社員がスキルやキャリアを開発する機会を得られるよ
う支援するとともに、身体的、精神的、社会的、経済的なウェルビーイング
を支援しています。

私たちは、キンドリル社員がボランティア活動や重要な社会的取り組みの
支援などを通じて地域社会に貢献することを奨励しています。また、キン
ドリル財団を通じて、事業を展開する地域社会を支援しています。私たち
は、社会および環境にポジティブなインパクトをもたらす活動を事業と連携
させることで、すべての人々にとって、より持続可能な未来の構築を目指
しています。

私たちのダブルマテリアリティ評価では、カルチャーと社員体験が重要なト
ピックとして特定されました。これには、人材の獲得、人材の定着、帰属意
識とウェルビーイング、健康と安全が含まれます。これらはすべてこのセク
ションで説明しています。

カルチャー

2022年、私たちは「キンドリルウェイ」を導入しました。これは、サービス主導型のカルチャーをどの
ように定義するかを示すものです。それ以来、私たちはこれらの原則と働き方を体現するために、 
行動、制度、シンボルを通じて、企業カルチャーを変革してきました。

私たちは、誰もが働きたいと思える企
業になるという使命に向けて、社員が
職場で受け入れられていると感じ、心
身の健康が支援され、新たな機会に備
え、そしてお客様や地域社会に対して
インパクトを与えられるような強い絆
を持つ職場づくりを進めています。

マリージョ・シャルボニエ
最高人事責任者（CHRO）人材＆社会作業部会のエグゼクティ
ブスポンサー
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独立した企業として4周年を迎えるにあたり、「キンドリル
ウェイ」は、キンドリルの社員がどのように協働し、価値を提
供するかについての期待を引き続き示しています。私たちは、
カルチャー変革の進展を誇りに思っています。業界が急速に進
化する中で、私たちのカルチャーは引き続きビジネスを推進す
る原動力となっています。
キンドリルは、エンゲージメントを高めるリーダーシップスキ
ルの開発を継続しており、その中には「キンドリルウェイ」
を体現することも含まれています。私たちは、月次セッション
や第3回となる対面でのリーダーシップサミットを開催し、約
6,000人のマネジャー全員に対して、私たちのリーダーシップ
行動を促す研修を実施しました。さらに、私たちは、年間目
標設定プロセス「Compass」の一環として、リーダーが自ら
のチームのエンゲージメントに責任を持つようにしています。
ピープルマネージャーには「他者への責任(Responsibility to 
Others)」という目標が割り当てられ、「キンドリルウェイ」
を体現し、意欲的でエンゲージメントの高いチームを築くこと
に焦点を当てました。この目標に関する進捗は、パフォーマン
スレビューの一部として評価されました。
私たちの広範な取り組みの結果、社内調査に回答したキンド
リル社員の88％が、自分のマネジャーの行動が「キンドリル
ウェイ」に沿っていると回答しました。

キンドリルウェイ

パーパス
チームの力で社会成長の礎となるシステムを 
進化させる

ミッション 
共創パートナーとして、魅力ある 
企業として選ばれるテクノロジー・
サービス・カンパニーとなる

社員同士、またお客様やコミュニティと共創しながら、私たちは以下のような存在を目指します

Restless / 進化する 
先見性を持ち、学び、 
変革を起こすために
常に進化する

Empathetic  / 共感する 
信頼と透明性をもっ 
てサービスを提供す 
るために、相手を尊
重し共感する

Devoted /  
尽力する 
全員の成功のた
めに尽力する

お客様をサポートするための組織体系、仕事や意思決定の方法

Flat / フラット 
多様な人材が
個性を発揮し
責任と権限を
持って行動する

Fast /ファスト 
あらゆる局面 
ですばやく 
シンプルな
方法を見出す

Focus / 
フォーカス 
卓越したサー
ビスの提
供に注力する
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人材の獲得
キンドリルの採用戦略は、より広範で統合された「タレント
サプライチェーン」モデルの一部です。私たちは、社員一人
一人のスキルを活かし、キャリアの志向に合致した仕事の機
会を見出します。これはお客様への価値提供にもつながり、
私たちの「タレントジャーニー」やより大きな人材定着戦略
の中核を成すものです。詳細については、「人材の定着」
のセクションをご覧ください。

新たなお客様とのビジネス機会が広がる成長企業として、私た
ちは、需要に応えられる協力的なチームを適切な経験とスキル
を持つ人材の採用に力を入れています。

人材獲得に対する私たちのアプローチ  
私たちの人材採用戦略は、ビジネス戦略と密接に連携してお
り、将来のニーズを見越した包括的な採用計画の立案を可能に
しています。

私たちは二重のモデルを採用しており、高度なスキルを持つキ
ンドリルチームがリーダーシップ人材の採用を担い、一方で、
外部の採用プロセスアウトソーシング（RPO）チームが中堅や
若手の採用を担当しています。 

このアプローチにより、重要なリーダ職の採用における社内の
深い専門性と、RPOパートナーによる柔軟性、スケール、市場
地検とをバランスよく活用しています。2025年度には、優秀
な人材の獲得を強化するため、グローバルで共通の採用ブラン
ド「progress with purpose」を立ち上げました。

私たちは、リアルタイムレポートを通じて進捗を可視化し、
必要なスキルの予測精度を高め、タレントパイプラインを
強化するために、コアとなる人材システムへの投資を継続
しています。

キンドリルの新卒採用プログラムは、入社初期より人材育成
と、将来のキャリア機会の創出を目的としています。また、
私たちは教育機関とも連携し、学校および学生との関係を深
めています。

•	 インドにおいては、250校を超える大学でテックトー
クやハッカソンを実施しており、その中にはGSSS 
Institute of Engineering and Technology for Womenも
含まれています。キンドリルはAmazon Web Services
（AWS）、Microsoft、SAPといったアライアンスパー
トナーと連携しています。その一環として、学生向けの
学習プログラムを提供し、優秀な人材を惹きつけてキン
ドリルに入社してもらえるよう取り組んでいます。

•	 また、日本では、ユニバーシティーアンバサダープ
ログラムを通じて主要大学機関でのプレゼンスを高
め、30を超えるターゲット大学に在学する学生と
のつながりを強化しています。 

•	 さらにハンガリーでは、キンドリルはシェチェニル技術
高校の生徒にネットワーク研究、データベース管理、プ
ロジェクト管理の授業の教鞭をとっています。

世界各地で開催される学会や大学で実施されるキャリアフェ
ア、企業説明会にも参加し、幅広く候補者のパイプラインを
構築しています。

キンドリル社内でも様々な組織と連携し、実務経験(OJT)、
メンタリングといった、新卒入社者を対象としたプログラム
に投資しています。

•	 フランスでは、研修生の約30％が正規雇 
用に移行しています。

•	 米国では、インターンプログラムは過去3年間で約35％
のインターンが正社員に転換しました。インターンプロ
グラムの詳細についてはこちらをご覧ください。

•	 日本では、新卒採用者のキャリア成長を、2年間におよ
ぶ育成プログラムを通じて支援しています。プログラ
ムには座学などの学習機会、メンタリング、パフォーマ
ンス管理などが含まれています。

•	 2025年度には、Kyndryl Consult部門が大規
模な投資を行い、2年間に及ぶ育成プログラム
を拡張しました。2026年度には20か国以上に
展開することを目指しています。

私たちは、キンドリルのグローバル雇用基準および社員の帰
属意識とウェルビーイングに関する企業方針に記載されて
いるとおり、公正かつ公平な採用に取り組んでいます。こ
れらの基準と方針は、雇用機会均等（EEO）方針に概説さ
れているように、雇用の自由選択と雇用における差別禁止
に関するキンドリルの明確な企業アプローチと慣行を詳述
しています。

私たちは、社員一人一人のスキルを
活かし、キャリアの志向に合致した
仕事の機会を見出します。
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2025年度の年次エンゲージメント調査の結果には以下の内容が含ま
れています。

81%
参加率

エンゲージメント
スコア

75.1%
これは社員のコミットメント、情熱、キンドリル 
へのつながりの度合いを測定するものです。

独立企業として3年目を迎えた当社は、社員エンゲー
ジメントの水準を引き続き向上させており、これは 
業界平均を上回り、3年連続で達成しています。17

共感とインクルージョン 
指数

85.3%  これは職場への信頼、尊敬、帰属意識の測定値を 
集計しています。

業界平均より4.5ポイント高く、この分類で最高に近
い数値です。

15 Talent Neuronによる
16 業界平均は、2023年時点で世界各国の6,000社を超えるQualtricsクライアント（多様な業界にわたる）を対象とした平均スコアを
示しています。

17 Qualtricsの業界平均は72.7％でした。

人材の維持
世界的に一貫性があり透明性の高いプログラムを通じて、キンドリルがスキルを身につけ、
キャリアを伸ばし、成功を収める機会をつかむのを支援しています。

キンドリルは、人材に関する機会と課題を毎年評価しています。人的資本の優先事項は戦略と
整合しており、CEO、グループプレジデント、シニアリーダー、取締役会からの意見を踏まえ
て策定されています。離職率を積極的に監視し、定着率とエンゲージメントを支援する行動を
取るようリーダーに求めています。私たちは、お客様のニーズを満たす適切なスキルを持つ適
切な人材を確保するために継続的に取り組んでいます。2025年度におけるグローバル自発的
離職率は8.3％で、業界平均の13％を下回りました。15

年次エンゲージメントサーベイ
E社員のエンゲージメントは、キンドリルのビジネスを変革し、お客様に優れたサービスを提
供するために不可欠です。年次エンゲージメント調査は、カルチャー変革の進捗状況と、選
ばれる雇用主になるという目標を測定する重要な手段の1つです。「あなたのフィードバック
は私たちの進歩を促進します」というテーマで行う年次調査は、すべてのキンドリル社員に対
し、この目標を達成する方法についてフィードバックを提供する機会を与えています。この調
査の結果は、他の企業と比較してベンチマークされ、匿名化された洞察としてピープルマネー
ジャーに提供されます。それにより、リーダーシップスキルとチームの経験を強化することが
可能になります16 。

調査結果に基づき、私たちは企業カルチャーを進化させ、「他者への責任」に関する 
業績目標の達成に向けた機会を特定し、エンタープライズ・エンゲージメント・ 
アクションプランを通じて取り組んでいます。 
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私たちのタレントジャーニー
キンドリル独自のタレントジャーニーは、キンドリル社員自身が「社会成長の生命線」の原動
力となる機会を得ることを支援します。それは、学び続ける姿勢と絶え間ないスキル育成を可
能にし、お客様の成功を支援するものです。タレントジャーニーには以下が含まれています。

冒険の
中で成長する

共に成功を分かち合
おうとする献身的な文

化の中で、各自が権限を
持つ多様な人材の集まる
チームと協力する

自分
の進むべき

道を見つける
Pお客様の重要なシ
ステムを進化させる
意義ある仕事

 
学びの旅に出る
テクノロジー、ビジ
ネス、リーダーシッ
プのスキル、知識、
経験を伸ばす

能
力開発の指

針を設定する
自らの座標を決め、
目標を達成するた
めの自身の成長プ
ランを立てる

フィードバック 
で進化する

フィードバックを求め、 
共有し、行動に移す

目的のある仕事への道を見つける
私たちは、有意義な顧客体験を通じてキンドリル社員のスキルを活用し、発展させることで、
キンドリル社員に成長の機会を提供することを目指しています。キンドリル社員が、自分のス
キルと経験をキャリアプロファイルに入力することで、キンドリルの人材の最新のスキルイン
ベントリが完成します。これらの入力に基づいて、キンドリル社員は自身の成長を実現するプ
ロジェクトに割り当てられます。

このスキルインベントリは、私たちの人材配置プロセスを強化し、個人の成長を支援しなが
ら、お客様のニーズに迅速に人材を合わせることを可能にします。私たちの統合された人的
資本システムは、55,000人以上の社員を管理し、私たちの全社員を包括的に把握すること
を可能にします。これにより、キンドリルがお客様との契約や業務において最適なキンドリ
ル担当者をアサインできるようになり、独自のスキルと専門知識を高度に活用することを可
能にします。

人員配置にとどまらず、グローバルレベルでの社内人材公募制度を通じてキャリアの流動性を
支援しています。この制度は、あらゆるレベルの公開ポジションを可視化し、社内での異動を
促進します。この制度は、欠員補充や人材のスキル・キャリア開発を推進するための基盤と
なっています。また、グローバルレベルでの社員紹介プログラムを通じて、社員が会社に新た
な素晴らしい人材をもたらすことを奨励しています。

能力開発のための指針を設定する
キンドリルのプロセスにより、社員はビジネス目標に沿って、成果を出し、能力を開発するた
めの道筋を描くことができるようになります。グローバルスキル＆キャリアフレームワーク
は、社員のキャリア形成に対するキンドリルの市場主導ベースのアプローチです。私たちの
統一フレームワークは、全社のあらゆる職務に求められるスキルや能力を明確にし、透明性を
提供することで、社員が自らのキャリアを主体的に築けるよう設計されています。このフレー
ムワークは、進化し続けるお客様のニーズに応えるために必要なスキルを継続的に育成するこ
とを目的としています。

Kyndryl Compassは、社員が自らのスキル開発目標とキンドリルとしてのビジネス目標を
達成することを支援するパフォーマンス管理システムです。Compassは、パフォーマンス
フィードバックと能力開発に焦点を当て、社員のスキルとキャリアをビジネスの中心に据え
るものです。

Kyndryl 2025年度 コーポレート・シチズンシップ・レポート 

33



Compassは以下のように社員をサポートします。

•	 会社のビジネス目標と連動し、成果ベースのパフォーマ
ンスおよび能力開発目標を定義し、プロフェッショナル
としての成長を支援します。パフォーマンス目標には、
ビジネス成果目標と「他者への責任(Responsibility to 
Others)」を担う目標が含まれており、私たちが「何を
達成するか」明けでなく、「どのように働くか」にも重
きを置いています。2025年度には、「他者への責任」
目標を刷新しました。マネジャーは、成果の創出とチー
ムのスキルを育成する責任を持つとともに、「キンドリ
ルウェイ」をベースとしたエンゲージメントの高いカル
チャーを醸成する責務を担っています。キンドリル社
員は、お客様の成果に焦点を当てながら、私たちの企
業カルチャーを体現しています。

•	 自身のマネジャーとの定期的なチェックインを実施し、
進捗を確認します。さらに、マネジャーは直属の部下
全員に対して、正式な中間期レビューと年度末レビュー
を実施します。昨年度は、対象となるキンドリル社員の
100％がパフォーマンスレビューを受けました。18

私たちは、経験を通じてスキルを習得することも成長の一部
であると認識しています。これは、キンドリルのリーダーが
次の役割に備える準備を進めるための意図的な人材育成と
後継者計画によって支えられています。キンドリルでは、
Early Professional Hires（EPH）プログラム、主要ポジ
ションに対するマネジャーからの推薦制度、ならびに空いて
いるポジションやポテンシャルのある候補者についての見識
を共有し、推薦、紹介するプロセスを持っています。キンド
リルの取締役会および報酬・人的資本委員会は、経営陣によ
る後継者計画のプロセスを積極的に監督し、シニアリーダー
層の後継者計画と育成を定期的にレビューしており、その中
にはCEOとの年次レビューも含まれています。 

フィードバックで進化を促進 
キンドリルの社員は、自身の成長を促進するために、マネ
ジャー、同僚、プロジェクト関係者、メンターから定期的に
フィードバックを求めます。フィードバックは、Compass
の年度末パフォーマンスレビューにおいて中心的な役割を果
たしています。キンドリルは、日々の業務にフィードバック
を取り入れるための新しくより優れた方法への投資を継続
しており、その中にはリアルタイムでのレコグニションを
生産性ツールに組み込み、それをパフォーマンスレビュー
の文書やディスカッションに反映させる取り組みも含ま
れています。

マネジャーやリーダーは、キンドリルリーダーシップ行動
(Kyndryl Leadership Behaviors)に基づく360度フィード
バックプログラムであるマルチレーターフィードバックを活
用し、上司、同僚、直属の部下からの意見を取り入れて、
能力開発のアクションを策定することができます。

プロセスを通して学ぶ
キンドリルは、継続的な学習と育成が、私たち自身の成長と
社員の成長に不可欠であることを信じています。サービス企
業である私たちに、お客様は必要なスキルの提供を期待して
います。社員にとって、これは新しいスキルを身につけ、そ
の専門性を世界中の企業に提供する貴重な機会となります。

私たちはスキルを継続的に強化するために、次の3つの柱か
ら成る堅牢な学習戦略を構築しています。

•	 統合的な計画と設計

•	 高付加価値なスキルの構築

•	 学習者体験の向上

18 免除対象外の社員の100%が、2025年3月時点で人事評価を受けています。休職中、長期の病気休暇または事故休暇中、雇用終了待ち、または同様の状況にある社員は免除される場
合があります。

キンドリルは、継続的な学習と
育成が、私たち自身の成長と社員
の成長に不可欠であることを信
じています。
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統合された計画と設計
ビジネスニーズを理解し、先読みすることは、社員がお客様
に現在および将来必要とされるスキルを備えるための根幹と
なります。現在および将来予測されるスキルニーズを考慮し
たシニアリーダーとの統合的な計画を通じて、キンドリルで
は学習投資やカリキュラムを会社の最優先分野に一致させて
います。リーダーは進捗を確認し、優先事項に関するフィー
ドバックを提供するために月次で最新情報を受け取ります。
こうしたプロセスを通じて、キンドリル社員が将来のお客様
プロジェクトに必要な学習機会を提供しています。2025年
度には、グローバル事業部門のリーダーが、キンドリル社員
が優先的に学習すべきスキルを特定し、それをキャリアプロ
ファイルに反映しやすくしました。

高付加価値スキルの構築
社員のスキルがビジネスを支えているキンドリルでは、適切
なスキルを持つ人材を適切なタイミングで適切なお客様に提
供できるかどうかが成長の鍵となります。

社員は研修に多大な時間を投資しています。2025年度に
は、社員は110万件の研修を修了し、88,000件のデジタル
認証を取得しました。社員は、全社員で340万時間の学習
を行い、全社員の平均で38.5時間の学習をしました。エグ
セクティブ19 職での平均は32時間、一般社員の平均は39時
間でした。私たちは、お客様にサービスとコンサルティング
を提供する社員のスキルに多大な投資を行い、お客様と直接
関わる社員の平均学習時間を2024年度の27時間から2025
年度の54時間へと倍増させました。キンドリルが提供する
サービスは高度な技術を必要とするため、研修への投資の
大部分は、AI、クラウド、セキュリティ、レジリエンス、

エンタープライズアプリケーション、デジタルワークプレ
イス、メインフレーム技術などの先端技術に向けられてお
り、社員がお客様に専門的なサービスを提供できるように
なっています。

私たちは、Microsoft、Amazon Web Services、Google 
Cloudなどの市場をリードするテクノロジー企業との提携を
はじめとするパートナーシップを最適化し、学習プログラム
を効率的に拡大しています。これらのパートナーシップを通
じて、キンドリルの社員に需要の高いスキルと公的な認定資
格を提供し、キャリアを発展させるとともに、お客様への
サービス向上につなげています。すべてのキンドリル社員
は、基盤となるハイパースケーラーのクラウドを受講するこ
とができ、特に技術系の社員は高度な研修を受けることがで
きます。キンドリルは、創業以来ハイパースケーラー認定資
格の取得数を131％増加させています。キャリアプロファイ
ルに認定資格を追加することで、キンドリル社員は、自身の
スキルを活かせる仕事により適切に配置され、キャリアを発
展させることができます。

AIの急速な進展と、キンドリルおよびお客様にとっての重
要性を踏まえ、私たちはAI専門の研修を優先し、2025年度
にはキンドリル社員一人あたり平均4時間のAI教育を実施
し、すべてのキンドリル社員にAI基礎学習を受講すること
を必須としました。お客様と直接関わるチームにとっては、
日常業務においてKyndryl BridgeというAI搭載プラット
フォームを活用できることが重要です。このプラットフォー
ムを用いると、年間1,200万件以上のAI主導のインサイト
を通じて社員がより良いサービスを提供できるようになり
ます。私たちは、お客様対応チームに対しては、このAIプ
ラットフォームを活用したサービスを提供し、独自のインサ
イトをお客様に届ける方法を指導し、社員のエンゲージメン

トやお客様満足度の向上につなげています。さらに、インド
のREVA大学と提携し、選抜されたキンドリル社員に対し、
AIエンジニアリングの認定専門研修を実施しました。この
戦略的提携を通じて、参加者はAI、機械学習、データサイ
エンスの最先端のスキルを習得しています。

19 キンドリルでは、エグゼクティブはバイスプレジデント、シニアバイスプレジデント、およびCレベルの役員として定義されています。

110万回 

88,000

38.5 時間

研修

デジタル認証件数

キンドリル社員1人あたりの平均

2025年度の学習指標
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学習者エクスペリエンスの向上
キンドリルの社員は、統合学習プラットフォームを活用す
ることでいつでもどこでも学習できます。ユーザーフレン
ドリーなモバイルインターフェースで100,000以上の学習
コースを提供しています。このプラットフォームでは、グ
ローバルスキルとキャリアのフレームワークに沿った厳選さ
れた学習プログラムを提供しており、キンドリルで最も需要
の高い役割に関するものも含まれています。これらの職務に
特化した能力開発プログラムとコースは、社員が最も需要の
高い役割に必要なスキルを構築するのに役立ちます。また、
各社員が予め登録した関心の高いスキルに関連付けられた
パーソナライズされた学習に関する推奨も提供し、社員が
キャリアの目標を達成できるようさらに支援します。マネー
ジャーは、チームメンバーの能力開発目標の進捗状況を確認
し、個々のニーズに合わせてパーソナライズされた推奨学習
プログラムを提示することができます。2025年度には、社
員の79%が学習と能力開発の良い機会があると回答し、こ
れは業界平均を6ポイント上回っています。20   

W強力なリーダーシップが高いチームのエンゲージメント
を生み、社員とお客様により良い成果をもたらすことを私た
ちは知っています。そのため、マネージャーの「他者への
責任」の目標は戦略的に設計されています。リーダーシッ
プ開発カリキュラムを通じて、キンドリルのマネージャー
は、高パフォーマンスチームを育成し、キンドリルウェイを
模範とすることを学びます。このカリキュラムは、新任マ
ネージャーから経験豊富なピープルリーダーまでを対象に、
キャリアの各段階でライブ形式でのコースを提供します。

キャリアに挑戦して成長する
私たちは、キンドリルのポリシー、プログラム、競争力
のある報酬、福利厚生を提供することで、共感できる文
化を築くことに専念しています。これにより、キンドリ
ルがキャリアの冒険の中で活躍し、成功できるよう支援
しています。 

たとえば、私たちの仕事の多くは柔軟に対応可能である
と考えています。お客様の要件により、一部の業務はオ
フィスまたはお客様先で行う必要がありますが、多くの
業務はリモートで対応可能です。グローバルな柔軟な働
き方のポリシーは、キンドリル社員のビジネス成果の達
成と、ワークライフバランスの向上に役立ちます。この
ポリシーにより、マネージャーと社員はオープンに会話
し、社員、チーム、お客様にとって最適な勤務場所を一
緒に決めることができます。

さらに、Kyndryl Inclusion NetworksやBe Wellサービ
スなどのKinship @ Kyndrylプログラムを通じて、社員
同士のつながりとウェルビーイング（心身の幸福）を育
み、社員が活躍できる環境づくりを進めています。詳細
については、「帰属意識とウェルビーイング」のセク
ションをご覧ください。また、「グローバルコミュニ
ティへの責任」のセクションで説明されているボラン
ティア休暇プログラムを通じて、社会課題を解決する活
動を行う団体でのボランティア活動を奨励しています。
この制度はコミュニティへの責任を果たす取り組みの一
環として位置づけられています。

マネージャーは、スキル向上のためのオンデマンド学習、
AIを活用した開発ツール、コーチングセッションにアクセ
スできます。さらに、2025年度には、エグゼクティブ向
けのリーダーシップ研修を提供するためにハーバード大学
と提携し21、コーネル大学の教授によるプログラムを活用
して、特定のリーダーシップニーズに対応するターゲット
を絞った学習体験を提供しました。

20 業界平均は、2023年時点で世界各国の6,000社を超えるQualtricsクライアント
（多様な業界にわたる）を対象とした平均スコアを示しています。

21 キンドリルでは、エグゼクティブはバイスプレジデント、シニアバイスプレジデン
ト、およびCレベルの役員として定義されています。
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競争力のある報酬
キンドリルの報酬プログラムは、優秀な人材を惹き付け、維
持するための取り組みの一環です。キンドリルの報酬は公正
かつ公平な方法で構成され、市場競争力を持つように設計さ
れています。私たちは成果報酬に重点を置いており、報酬
の多くは、会社と個人の業績によって決定され、差別化さ
れています。
•	 私たちの業績連動型報酬（ボーナス、昇給、長期インセ
ンティブなど）は、会社、事業部門、チーム、個人のパ
フォーマンスに合わせて調整されています。

•	 基本給、健康保険、財形、退職金制度などの基本的な
報酬は、健康、ウェルビーイング、経済的安定を促進
するように設計されています。 

キンドリルのShared Success Planは、投資家にとって重
要な財務指標に基づいて成果を評価し、報酬を提供します。
役員と非役員のボーナスプランでは、キンドリルの事業戦略
に沿った共通の目標に焦点を当てています。  

Shared Successプランの資金は次のものに基づい
ています。 

•	 調整後EBITDA22 で測定された収益性の高い成長は、 
営業利益と財務健全性を示しています。

•	 収益は、持続可能な収益性を実現し、お客様
に提供するサービスを維持し、最適にビジネ
スを拡大するために不可欠です。

キンドリルのタレント投資計画では、マネージャーが社員の
キャリアにおける成果を評価し、報酬を与えることができま
す。統合されたタレントプログラムを通じて、マネージャー
はタレントデータを活用して、トップパフォーマーや将来の

リーダーを選定し、昇進、給与調整、リテンション、レコグ
ニションなどの投資を行います。

キンドリルの福利厚生は、社員とその家族をいかに最適に支
援できるかに関するフィードバックを反映しています。主要
市場において、キンドリルでは社員（新規採用者、既存社
員、フルタイムおよびパートタイムを含む）に対し、健康
保険、生命保険、障害保険、退職金制度、各種休暇（年次
休暇、育児休暇、病気休暇など）といった幅広い福利厚生
を提供しています。グローバルでは、最低12週間の産休ポ
リシーと、最低4週間のジェンダーニュートラルな育児休暇
（父親の育児休暇を含む）を提供しています。さらに、44
カ国で同性パートナー向けの補償を提供し、35カ国でジェ
ンダー適合に関する給付を提供しています（これらの制度が
市場に存在する国において）。グローバルな福利厚生に加え
て、競争力のある医療給付を含む多様な給付を提供し、地域
ごとのニーズに対応しています。 22 キンドリルの2025年度委任状説明書に定義されているとおりです

これらの福利厚生プログラムを、指定のグローバル福利厚生
仲介業者から提供された業界基準値データと照らし合わせて
毎年見直し、人材の発掘と定着を支援するために、キンドリ
ルの福利厚生内容を競合他社のサービスと整合させるための
調整を行っています。 

また、次のセクションで紹介するKyndryl Be Wellを
通じて、グローバルなウェルビーイング給付も提供
しています。
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帰属意識とウェルビーイング
キンドリルにおいて「帰属意識」はエンゲージメントを促進
し、エンゲージメントの高い社員は、より一層のお客様の成
功やビジネスパフォーマンスを実現します。チームの一員と
して尊重され、信頼され、価値ある存在として認められてい
るという「帰属意識」は、エンゲージメントの基盤であり、
キンドリルウェイに沿ったカルチャーの中心にあります。
キンドリルの「Kyn」はkinship（親密なつながり）に由来
しており、それは私たちが互いに、そしてお客様や地域社会
と結ぶ強い絆を表しています。

これらの絆をさらに強化し、取り組みを推進するために、
新たに「Kinship @ Kyndryl」という統一チームを設立し
ました。このチームは、社員のインクルージョン、帰属
意識、ウェルビーイングを支援するプログラムを拡充し
ていきます。

Kinship @ Kyndrylは、社員を支援します。 

•	 Be Included — Kyndryl Inclusion Networksやその他
の取り組みを通じて、帰属意識を育む

•	 Be Well — 社会的、精神的、身体的、経済的な 
ウェルビーイングを育む

•	 Be Ready — 次なるチャンスに向けて成長し、スキルを
伸ばす機会をキンドリル社員に提供する

•	 Be Impactful — お客様やコミュニティとの目的を持っ
た関わりを通してインパクトを生み出す 

（障がいのある人（PwD）／ニューロダイバーシティ）、
BeKIN（黒人）、ヒスパニック／ラテン系、アジア太平洋
諸島系、ネイティブ／先住民などがあります。すべての社
員は、これらのコミュニティのメンバーもしくはアライと
してKINsに参加できます。

30カ国以上に地域KIN支部が存在し、また、各地のビジネ
スや社員固有のニーズに基づいて追加のKINが結成されてい
ます。たとえば、米国チームは「Veteran KIN（退役軍人
のKIN）」を設立しました。これは、軍から民間企業への移
行経験を共有し、仲間意識やメンタリングの文化を築くこ
とを目的としたコミュニティです。Veteran KINは、軍歴
を持つ人々の採用をサポートし、メンタリングを行ってい
ます。キンドリルの退役軍人たちは、技術スキルの習得、
キャリアの構築、経験の共有、地域社会への貢献を奨励さ
れています。このKINは、退役軍人の家族にも働きかけてお
り、軍関係者の背後には支える家族がいることをコミュニ
ティとして認識しています。

KINは、文化的祝祭月間や記念日を支援する活動も主導し
ています。これらの行事は、認知の向上、優れた取り組み
の紹介、そして地域社会内の重要なイベントや優先事項へ
の関心を高めることを目的としています。 Black History 
Month, Women’s History Month, Neurodiversity Month 
などがあります。

Be Included

Kyndryl Inclusion Networks
キンドリルインクルージョンネットワーク（Kyndryl 
Inclusion Network: KINs）は、社員が支援や助言を提供し
あう場を作ることを目的とした、すべての社員が参加でき
る会社が支援する従業員リソースグループです。エグゼク
ティブポンサーによる支援のもと、KINsは帰属意識を育む
企業文化を支えることを目的としています。全社レベルの
KINsには、WIN（女性）、LGBTQ+アライ、True Ability
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グローバルにおけるKyndryl Inclusion Networks
Kyndryl Inclusion Networksはグローバル全体で組織されており、それぞれの国に支部があります。

多様な背景を持つチームを構築する
キンドリルは、雇用機会均等ポリシーに則り、インクルーシブな社
員構成を実現することを目指しています。キンドリルでは、すべて
の社員がキャリアで成功する機会を支援するインクルーシブな卓越
性に焦点を当てています。キンドリルは常に、人種、肌の色、宗
教、信条、国籍、性別、ジェンダー、ジェンダーアイデンティティ
または表現、性的指向、妊娠、カースト、遺伝子、障がい、年齢、
または連邦法、州法や地方法で保護されるその他の要因を考慮せず
に雇用決定を行ってきました。

平等な機会と報酬
雇用機会均等方針の維持に加えて、キンドリルは、障がいのある応
募者を採用プロセスでサポートし、彼らが役割を果たす際に適切な
合理的な配慮を提供します。専属の機会均等コンプライアンスオ
フィスは、各国の法律に従って、規制当局への報告やその他のコン
プライアンスに関する要件を世界中で維持しています。総合的な報
酬理念に沿って、キンドリルは、社員の役割や経験、勤務地、業績
などの要素を考慮し、同様の仕事に対して公平かつ公正に社員に報
酬を支払うよう尽力しています。詳細については、「人材の維持」
セクションをご覧ください。

企業方針と研修 
私たちは引き続き、均等な雇用機会、社員の帰属意識とウェルビー
イング、非差別・ハラスメント禁止などに関する基本的なコミット
メントについて、キンドリル社員に教育を行い、方針を改善し、
業界のベストプラクティスに合わせていきます。2021年以来、
すべてのキンドリル社員は、ハラスメント防止や報復防止といった
分野を含む研修を必須として受講しています。
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Be well 
ウェルビーイングをサポートすることで、キンドリル社員が
健康を維持し、成功するために必要なサポートを確実に受け
られるようにしています。

福利厚生と提供サービス
キンドリルのグローバルかつ包括的なウェルビーイング戦
略「Kyndryl Be Well」は、社員とその家族の身体的、精神
的、社会的、経済的な健康を支援する各種プログラム、福
利厚生、ポリシーによって実現されています。これらはすべ
て、キンドリル社員とその家族に無償で提供されています。

•	 精神的ウェルビーイングに対する福利厚生：「Be 
Well」では、キンドリル社員とその家族が人間関
係、ストレス、子育て、喪失などに対応できるよ
う、年間を通じて利用可能な守秘義務に基づいたカ
ウンセリングを提供しています。

•	 社会的ウェルビーイングに対する福利厚生：キンドリル
社員は、オンラインや対面でのコミュニティに参加する
ことができ、ウェルビーイングに特化した活動が行わ
れています。たとえば、瞑想に焦点を当てた「Kyndryl 
Mindful」、およびプロフェッショナルコーチングの基
礎を学ぶ「Kyndryl Coaching」などがあります。

•	 身体的ウェルビーイングに関する福利厚生：社員
は、健康、栄養、睡眠、運動、ライフスタイルの
改善をサポートするプロフェッショナルなウェル
ネスコーチングを利用できます。

•	 経済的ウェルビーイングに関する福利厚生：Be Well
サービスでは、キンドリル社員の経済的ウェルビーイン
グを支援するために、法律・財務に関する調査、専門家
の紹介および専門家からのアドバイスが提供されます。

Be ready
キンドリルのタレントジャーニーおよびKyndryl Compassの
一環として、社員は、ビジネスニーズに戦略的に整合するパ
フォーマンスおよび成長目標を設定しており、新たな顧客案件
への対応やキャリアの発展に備えています。社員の成長支援と
して、キンドリルでは、マネージャーおよび同僚からの定期的
なフィードバックを実施し、10万件を超える学習コースへの
アクセスおよび業界をリードする資格の取得の機会も提供し
ています。。詳細については、「人材維持」セクションをご
覧ください。

さらに、リーダーやマネジャー、人事担当者がキンドリル社
員の成長を支援できるよう、必要に応じたサポートやリソー
スを提供しています。Kyndryl Core Coaching Program、
Manager Assis and the Global Mentoring Programなどの
プログラムは、リーダーシップ能力を養成し、キャリアの発展
を促進するよう設計されています。KINのリーダーやメンバー
は、メンター、コーチ、アドボケートとして活動し、他の社員
のキャリア形成を支援すると同時に、インクルーシブなリー
ダーシップ行動の模範となっています。 

Be impactful
キンドリルでは、共感を持ってコミュニケーションを図り、
互いやコミュニティから学ぶよう努めています。私たちは、
コミュニティとの関わりを深めるためのオンラインおよび対
面での機会を提供しており、これらの詳細については、この
レポートの「グローバルコミュニティに対する責任」セク
ションに記載されています。

また、イノベーションを促進し、経済的レジリエンスと競争
力を高め、持続可能性の目標に沿ったサプライチェーンを構
築するよう努めています。キンドリルは、サプライヤーに私
たちのビジネスを獲得する機会を平等に提供することを約束
しています。責任ある調達の詳細については、「責任あるサ
プライチェーン」セクションをご覧ください。

キンドリルが成長と収益性に注力する中で、Kinship @ 
Kyndrylチームは、営業チームがサービス提供において帰属
意識とウェルビーイングへの私たちのコミットメントを伝え
られるよう、ツールやリソースを開発しました。これらのリ
ソースは売上の拡大を後押しし、お客様との関係を深めるの
に役立っています。
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健康と安全
すべてのキンドリル社員の健康と安全に焦
点を当てることで、より効果的に彼らの
ウェルビーイングをサポートし、私たちの
ビジネスとお客様の進歩を後押しすること
ができます。 

キンドリルの包括的なアプローチの一環として、安全関連の
リスクを特定して管理し、社員の負傷リスクを低減し、会社
としての成長を支援します。私たちは、健康と安全を強化し
たカルチャーがビジネス成果を向上させ、キンドリルの評判
を守り、プラスの影響を与えるさらなる機会をもたらすこと
を認識しています。 

私たちの健康と安全に関する方針とコミッ
トメント  
キンドリルは、私たちの健康と安全のカルチャーに関する企
業方針に詳述されているように、健康、安全、社員のウェル
ビーイングの分野におけるリーダーとなることを目指してい
ます。私たちは、社員の健康と職場の安全を最優先に考え、
次の取り組みを行います。

•	 法的およびその他の要件の遵守 
•	 健康と安全のリスクに対する適切な管理の提供 
•	 研修、相談、参加を通じた社員のエンパワーメント 

この方針は2021年に制定され、入社時および 
毎年行われるキンドリルの行動規範に関する 
全社員研修を通じて社員と共有されています。 

また、社員は、各自の役割におけるリスクと法的要件に応
じて、関連する安全衛生に関する研修も受けています。 

これには以下が含まれます。 

•	 すべての社員を対象とする職場の安全対策 
についての研修の実施 

•	 緊急対応チームのメンバーとして指定された
社員、または応急処置の訓練を受けていると
認定された社員向けの研修の実施 

•	 社員がお客様先で業務を行う際の、お客様の業務に関連
するリスクや要件の理解するための連携

健康および安全マネジメントシステムと
認証
キンドリルの安全衛生管理システム（HSMS）は、キンド
リルの健康と安全を重視するカルチャーを基盤として、健康
と安全を体系的に管理する手順と計画から成る枠組みです。
HSMSでは、潜在的な健康および安全リスクを予測し、評
価、対処するための役割と責任、ならびに関連する要件を定
めています。

キンドリルは、HSMSについてISO規格45001:2018の
企業全体認証を取得しています。HSMSは、外部認証
機関による年次レビューの対象となっており、ISO規格
45001:2018に準拠しています。この認証証明書は、こちら
からご覧ください。

キンドリルでは、継続的かつ定期的な監査およびフィード
バックを通じて、HSMSの見直しと改善を行っています。
私たちは、内外の要因による影響を最小化し、事業継続性と
ステークホルダーへの責任を果たすために、レジリエンスを
維持するよう努めています。私たちはレビュープロセスにお
いて、次の点を考慮しています。

•	 危険要因 

•	 ウェルビーイング 

•	 規制および社内要件 

•	 業務管理の有効性

•	 財務への影響

•	 社員、契約者およびお客様の意見 
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93% 0.022 
業界負傷率を
下回る

2025年度の労働災
害頻度（TRIR）

キンドリルのHSMSは、雇用の移転があったキンドリルの
事業部門、企業スタッフ、過半数所有および完全所有の子会
社によって調整管理されるすべての活動、労働者、職場に適
用されます。

キンドリルは主に比較的リスクの低い環境で業務を行ってい
ますが、健康および安全管理における取り組みは、危険因子
の特定、リスクの評価、適切な管理策の実施、そしてリスク
の見直しと報告から成り立っています。危険因子の特定・リ
スク評価・管理（HIRAC）プロセスに基づき、私たちは、
すべてのキンドリル社員が主体的に危険要因を特定できるよ
うにし、リスクが適切に評価および除去、あるいは許容可能
な水準まで低減できるよう支援しています。   

インシデントや危険因子、またはそれに近い状況が発生した
場合、キンドリル社員は、報告を求められます。その報告に
基づき、管理者が調査を行い、再発を防ぐための改善策を実
施します。  

 社員の参加
キンドリルでは、経営層が社員に対し、健康および安全に関
する必須研修の受講完了、危険要因やリスクの特定、インシ
デント調査や是正措置への協力、各種コミュニケーション活
動やHSMS監査、健康および安全に関する方針や手順への
意見提供を通じて、会社全体の健康および安全を重視するカ
ルチャーづくりに積極的に参加することを奨励しています。  

キンドリルのコーポレートヘルスアンドセーフティ
（CH&S）チームは、社内外のステークホルダーと定期的
に連携し、労働者の健康に関わる重要課題に取り組み、健康
で安全な職場環境の提供を行っています。私たちは、キンド

リル社員や外部関係者と、健康および安全に関する課題につ
いて協議し、連携しています。具体的には、健康および安全
に関する方針や解決策の助言、インシデント調査や是正措置
への協力を支援し、社員の衛生委員会への参加や関与を奨励
しています。キンドリルは各国に健康・安全委員会を設立
し、法令遵守を支援するとともに、安全な職場環境の推進に
取り組んでいます。これらの委員会は、各事業分野から選出
された社員代表と経営陣代表で構成され、社員の安全に関す
る課題を検討しています。

私たちの評価と進展
キンドリルは、プログラムの効率性、品質、効果を追跡し、
監視、報告することで、社員に影響しうる兆候や新たなリス
クを把握しています。私たちは、社員の安全を維持するため
の介入戦略を継続的に策定し、四半期ごとに指標を各部門の
リーダーへ報告し、グローバルな意思決定に活用すること
で、リスクの評価と軽減を行っています。  

2025年度のキンドリルのグローバル全体での労働災害度数
率（TRIR）は0.022で、業界平均の0.30より93%低くなっ
ています。23 この率は、年間20万労働時間（社員100人が1
年間に働いた時間に相当）あたりの発生件数に基づいて算出
されています。

すべての安全衛生の指標とデータを表示するには、『環境と
社員に関するデータブック』をご覧ください。

23 米国労働統計局、2023年
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グローバルコミュニ
ティに対する責任
パーパスドリブンな企業として、キン
ドリルは社員と世界中のコミュニティ
への貢献に尽力しています。社会的イ
ンパクトに注力することで、私たちは
世界中のコミュニティに貢献し、前向
きな変化をもたらしています。 

ポジティブなインパクトを与える
キンドリルウェイは、私たちがコミュニティと関わり、
社員に力を与える方法の基盤です。私たちは、パート
ナーシップ、ボランティア活動、そしてキンドリル財団
つまり私たちの企業のフィランソロピーを通じて、 
これらの原則を実践しています。

地域コミュニティとの関わりを通じて、ステークホルダーか
ら当社の価値観への共感が得られ、私たちは選ばれるパート
ナー、そして、選ばれる雇用主となることができます。私た
ちは、最も大きな影響を与えることができると考える3つの
コミュニティエンゲージメント分野に注力しています。それ
は、「未来に向けた教育機会の提供」、「気候変動対策」、
「インクルーシブな社会の創造」です。

未来に向けた教育機会の提供  
私たちは、学生が主体となる、テクノロジーを活用した教育
への質の高いアクセスを支援し、学習者が貴重なスキルを習
得できるよう取り組んでいます。

気候変動への対策  
私たちは革新的な技術を活用し、気候変動の影響を緩和する
取り組みを通じて、環境的に持続可能な未来を支援します。

インクルーシブな社会の創造 
私たちは、個人やコミュニティが持続的な経済的・社会的繁
栄の恩恵を受けることができる経済の構築に役立つ大胆なア
イデアを支持します。

ボランティア活動
キンドリルでは、共感を育み、さまざまな視点からの学びを
促進するために、コミュニティ参加のためのオンラインおよ
び対面のボランティア機会を提供しています。また、キンド
リルのソーシャルインパクトアンバサダーネットワークや、
コミュニティに貢献するためにすべての正社員に一年に一日
の休暇が付与されるキンドリルケアボランティア休暇プログ
ラムを通じて、社員が独自のボランティア活動を開始できる
ように支援しています。 

ボランティア活動の認知と支援は、優秀な人材の確保に役
立つと私たちは考えています。2025年度には、社員が私
たちの3つの重点分野にわたりボランティアや寄付に参加
できるプラットフォーム「Deed」への参加をさらに拡大
しました。 

550+ 
件以上のボランティアイ
ベント

550+ 
以上の非営利団体と連携

37,000+ 
延べ-時間以上のボランティ
ア活動（過去2年間で活動時
間の2倍以上に増加）

2025年度社会貢献ボランティア指標
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キンドリル財団
私たちは、2023年9月にキンドリル財団、
を設立しました。これは、私たちの会社の
フィランソロピー活動を行う組織であり、
助成金、ボランティア活動、投資を通じてコ
ミュニティを支援し、重要な社会問題に取り
組むことを目的としています。社会的インパ
クトへの取り組みを示すため、私たちは独立
した企業となってからわずか2年以内に財団
を設立しました。

2025年度助成プログラム 
2025年3月、キンドリル財団は2年目となる
助成プログラムを発表し、11カ国の12の非営
利団体に助成金を提供しました。これらの助
成により、サイバーセキュリティとAIスキ
ル開発、教育、就職支援プロジェクトを通じ
て、今後2年間で55,000人以上にインパク
トを与えることを目指しています。

初年度の成功を基に、財団は支援の範囲を拡
大し、チェコ共和国、ハンガリー、インド、
日本、ポーランド、米国に加えて、ブラジ
ル、カナダ、コスタリカ、スペイン、英国の
5カ国の非営利団体にもサービスを提供しま
した。財団はまた、助成対象団体とのより深
い関係を築き、持続可能なインパクトをもた
らすために、複数年にわたる助成プログラム
を導入しました。

キンドリル財団は、信頼に基づく社会貢献活
動(Trust-Based Philanthropy)を実践してお
り、助成を行う側と受ける側の間に強固なア
カウンタビリティを築く協働的アプローチを
通じて、持続的な社会的インパクトの実現を
支援しています。アプローチの一環として、
提案依頼書（RFP）を使用し、合理的な情
報の報告を求め、助成対象者のニーズをより
よく理解し、それに応じて対応できるよう
に、助成対象団体との定期的な確認を行っ
ています。 

財団がもたらすインパクト：未来に
向けたセキュリティへの取り組み
2024年度、7カ国の11の非営利団体が助成金
の提供を受けました。これにより、サイバー
セキュリティスキルの習得、支援の届きに
くいコミュニティにおけるキャリア開発の
支援、そしてサイバー分野でのレジリエン
シー強化が推進されました。これらの助成プ
ログラムによって、延べ50万時間以上の学
習が提供され、49,000人を超える受益者が

恩恵を受けました。詳細については、体験談
参照し、2人のインドの女性を対象としたサ
イバーセキュリティ研修プログラムである
Cyber Vaahiniの参加者からの声をご確認く
ださい。これらの参加者は、キンドリルの助
成先団体からインパクトを受けた経験につい
て語っています。

財団と助成団体に関する詳細については、
『キンドリル財団インパクトレポート』をご
覧ください。

これらの助成により、サイ
バーセキュリティとAIスキ
ル開発、教育、就職支援プ
ロジェクトを通じて、今後
2年間で55,000人以上に
インパクトを与えることを
目指しています。
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継続的な学びによる成果の推進 
キンドリルは、急速に進化するデジタル時代において必
要とされるスキルを、個人やコミュニティに提供してい
ます。また、世界中の人々に質の高い教育や研修機会へ
のアクセスを提供することで、デジタル格差の解消に取
り組んでいます。非営利団体とのパートナーシップを
通じて、私たちは幅広い層にリーチしています。これに
は、若い学生、地方の起業家、元受刑者、先住民族のコ
ミュニティなどが含まれます。 

また、キャリア機会を拡大することを目的としたター
ゲット型研修プログラムや取り組みを通じて、未来の
労働力の育成を支援しています。さらに、継続的な学
習とスキル開発を推進するための幅広い取り組みを展開
しています。

私たちは2024年度にUnited Wayと提携して、
Aprendamos STEM（Let’s Learn STEM）プログラ
ムを実施し、8つのラテンアメリカ諸国でSTEM教育を
促進しました。この成功により、プログラムは日本、
スペイン、ブラジル、アルゼンチン、メキシコ、コス
タリカへと取り組みを拡大しました。2025年度には、
このプログラムを通じて1,600人以上の若者に研修を提
供し、1,900時間以上の社員がボランティア活動に参
加しました。

インドでは、キンドリルのCyber RakshakおよびCyber 
Sainikプログラムは、インド企業に課されるCSR法に
沿っており、脆弱なコミュニティの人々ががデジタル
技術を安全に利用できるよう支援しています。2023年
に開始されたCyber Rakshak、2024年に開始された
Cyber Sainikは、すでに74,000人以上の農村部の女性

と学生にサイバーセキュリティの意識向上とスキルの
研修を提供しました。

ブラジルでは、キンドリルは6つの社会団体のメンバー
にサイバーセキュリティの研修を行い、170台のノート
パソコンを寄付しました。これらの取り組みにより、
21万5,000人以上の人々に対して、デジタルガバナン
ス、セキュリティ、インクルージョンの改善がもたら
されました。

米国では、キンドリルがが初のスポンサーとなったの
は、Colin Powell School for Civic and Global Affairs
のSocial Mobility Labです。同ラボは2024年4月に設
立され、学生やコミュニティの機会拡大を目指して活
動しており、キンドリルはメンタリングやキャリア開
発支援を行なっています。さらに2024年10月には、
American Corporate Partners（ACP）と提携し、
米国全土の退役軍人に対してキャリアメンタリングを
通じた支援を開始しました。

ポーランドでは、キンドリルのFuture Achievers 
Programを通じて、350人以上の高校生や専門学生に
主要なITスキルを提供しました。学校や大学と連携し
て実施されるプログラムには、Kyndryl Mainframe 
Academy、インターンシップ、AI研修などが含まれて
おり、チームワークやグローバルな協働の推進にもつ
ながっています。

キンドリルはメキシコ国立自治大学（UNAM）と提携
し、工学部でデータサイエンスのコースを提供してい
ます。このコースの業界に合わせたカリキュラムは、
学生に最新の技術開発について教え、スキルを磨くと
ともに競争上の優位性を提供します。

人権
キンドリルは、事業運営およびサプライチェーン全体において人
権を尊重することを約束しており、その内容は私たちの人権ポリ
シーに明記されています。 

キンドリルの人権ポリシーは、倫理基準およびサプライチェーン
全体にわたる期待を反映しており、国連「世界人権宣言」の基準
を参照しています。さらに、私たちの現代奴隷制に関する声明(カ
ナダ版、英国オーストラリア共同版)およびノルウェー透明性法宣
言は、人権に関する国際的なトレンドをどのように管理するかを
示しています。私たちは、この方針に基づくキンドリルの取り組
みを毎年見直しています。詳細については、私たちのWebサイト
をご覧ください。
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信頼への貢献 本セクションの内容

ビジネスにインテグリティ
を組み込む

アカウンタビリティ体制

サイバーセキュリティリス
クの監視とガバナンス

AIに対する キンドリルの 
アプローチ

企業行動と倫理

私たちの啓蒙活動と公共政
策への取り組み
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業界の専門知識

情報テクノロジー

金融サービスと保険

研究開発

化学

ヘルスケア

サービスおよび施設管理

製造

航空宇宙および防衛

 
専門的な経験

最高経営責任者

最高情報責任者

事業開発担当副社長

最高財務責任者

最高執行責任者

理論物理学者

大学学長

政府諮問委員会委員

最高人事責任者

ビジネスにインテグ
リティを組み込む
キンドリルの成功には信頼が不可欠です。それは、キンドリ
ルが、お客様、株主、パートナー、コミュニティにどのよう
に価値を提供するかを示すものす。私たちは、経験豊富な取
締役会の指導のもと、インテグリティ、強固なガバナンス、
責任ある事業運営を通じて信頼を強化するよう日々取り組
んでいます。

私たちの信頼プログラムは、インテグリティ、説明責任、
ガバナンスの構築という3つの戦略的重点分野が中心となり
ます。私たちのダブルマテリアリティ評価では、サイバー
セキュリティ、プライバシーとガバナンス、行動規範と企
業倫理という信頼における重要なトピックが特定されまし
た。キンドリルは戦略の進化に合わせ、引き続きビジネス、
社員、コミュニティに対して信頼を築くことを最優先にし
ていきます。

アカウンタビリティ 
体制
リーダーシップとガバナンス  
キンドリルの取締役会は、株主に代わって経営を監督
しています。取締役会には10人のシニアリーダーがお
り、そのうち9人は社外取締役であり、24 主要な世界的
産業や専門職における幅広い知見を有しています。キン
ドリルの取締役は、深い業務知識、財務知識、学術的な
知見、デジタルおよびサイバーセキュリティにおける経
験、そして広範な研究およびイノベーションの経験を有
しています。さらに、多くの取締役は技術的および組織
的な変革を促進した経験があります。

24 社外取締役はすべて、ニューヨーク証券取引所の上場基準およびキンドリル取
締役会のコーポレートガバナンス指針に基づく独立性基準を満たしています。
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取締役会の監督
キンドリルの取締役会は、経営陣の責任執行を監督する責任
を負っています。この監督役割において、取締役会は定期
的にキンドリルの長期的な事業戦略をレビューします。取
締役会はまた、経営陣と協力して、会社の短期および長期
的な戦略的目標を設定し、それらの目標の進捗状況を監視
します。取締役会は全体的な監督責任を維持しますが、取
締役会の3つの委員会（監査、報酬および人的資本、指名お
よびガバナンス）は、特定の主要分野を具体的に監督しま
す。各委員会には、義務と責任を定めた文書化された憲章
があります。キンドリルの取締役会委員会憲章は、こちら
からご覧いただけます。 

リスク管理 
キンドリルの取締役会は、リスク管理の監督を行っていま
す。私たちのシニアリーダーシップチームは、監査委員会の
監督の下、エンタープライズリスク管理（ERM）プログラ
ムの管理を担当しています。シニアリーダーシップチームの
メンバーのうち1名以上が、環境、人材、信頼プログラムに
関連する最重要リスクの管理責任を担っています。ERMプ
ログラムは、リスクの特定、評価、管理を目的として設計さ
れており、主要なシニアリーダーたちがリスク回避戦略の実
行を監督します。経営陣は、重要なリスクについて取締役会
およびその委員会に定期的に報告しています。 

ERMプロジェクトマネジメントオフィスは、キンドリルの
リスクおよび関連するリスク低減策について、経営陣からの
意見を得るために継続的なリスク評価を実施しています。
その結果は、キンドリルのリスク管理委員会（RMC）でレ

ビューおよび検証されます。同委員会は経営幹部で構成さ
れており、CEOおよび監査委員会に勧告を提示する責任を
担っています。

事業継続性 
事業継続計画は、効果的なリスク管理と組織のレジリエン
シーの構築に不可欠です。キンドリルは、潜在的なシナリオ
を評価し、ディスラプションに備えることで、事業継続性
を担保する計画とプロセスを維持しています。ISO 22301
規格に準拠した全社的な事業継続マネジメントシステム
（BCMS）は、構造化されたガイダンスと全事業分野にわ
たる一貫したフレームワークを提供し、同時にERMプロ
グラムもサポートします。BCMSの枠組みには、ガバナン
ス、リスクに基づいた事業継続計画、定期的なテストとレ
ビューが含まれており、進化する事業ニーズとの整合性を確
保しています。継続的な監視と報告を通じて、準備状況を評
価し、継続的な改善に努めます。

全社的な事業継続性を担保するため、私たちはクラウドベー
スの事業継続マネジメントソリューションも導入していま
す。これにより、拡張性、アクセス性、リアルタイムでのグ
ローバルな業務連携が強化され、私たちののレジリエンスが
さらに高まりました。

キンドリルでは、信頼を重視すること
で、業務全体にわたって最高水準の誠
実性、説明責任、ガバナンスを維持す
ることができます。」「コンプライア
ンスを優先し、リスクを管理し、機密
データを保護し、
責任あるAI実装を
推進することで、
私たちは株主、
お客様、パート
ナー、社員との信
頼関係を構築し続
けます。

エド・シーボルド  
法務顧問、ガバナンス作業部会コーポレート・セクレ
タリー＆執行役員
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サイバーセキュリティ、プライバシー、
データガバナンス
サイバーセキュリティのリスク管理と
戦略
私たちは、キンドリルのシステム、サービス、データの安
全性およびセキュリティを確保し、お客様からの信頼を維
持する上で、サイバーセキュリティが極めて重要であるこ
とを認識しています。サイバーセキュリティリスク管理は
キンドリル全体のエンタープライズリスク管理（ERM）
プログラムの重要な要素であり、その中に統合されていま
す。私たちは、サイバーセキュリティリスクを特定、評
価、管理、軽減することを目的としたリスク管理プログラ
ムを維持しており、サイバーセキュリティ上の脅威やイン
シデントへの対応のための枠組みを提供しています。また
私たちは、サイバーセキュリティリスク管理プログラムと
体制を定期的に評価・更新し、キンドリルおよびお客様の
インフラ、リソース、情報の機密性、完全性、可用性を保
護しています。

私たちは、米国国立標準技術研究所（NIST）のサイバー
セキュリティフレームワークに基づき、他の業界標準や業
界で認められた慣行に基づいて、多面的なリスク管理アプ
ローチを設計しました。これはサイバーセキュリティリス
クを特定し対処するためのものです。私たちの主なサイ

バーセキュリティプロセスは、リスクベースの階層型制
御、サイバーセキュリティインシデント対応計画とテス
ト、情報共有とコラボレーション、研修と意識向上、サプ
ライヤーリスク評価に焦点を当てています。私たちの主
要なサイバーセキュリティプロセスの詳細については、
2025年度年次報告書をご覧ください。

私たちは、第三者のセキュリティコンサルタントを定期的
に起用し、サイバーセキュリティの管理および手順の評価
を実施しています。これには、ペネトレーションテスト、
第三者による監査、ベストプラクティスの再評価などが含
まれ、新たな課題への対応に役立てられています。これら
の評価には、サイバーセキュリティ管理と手順の設計およ
び運用の有効性のテストが含まれます。また、私たちの内
部監査機能は、サイバーセキュリティ管理および手順に関
する追加レビューと評価を実施し、その結果を必要に応
じて監査委員会および取締役会に報告しています。私た
ちは、これらの取り組みから得られた知見を活用して、
実践、手順、システムを改善しています。

キンドリルでは、サイバーセSh 
キュリティのリスク管理を全社的な 
リスク管理プログラムに統合し、 
重要な要素として位置づけています。
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サイバーセキュリティリスク
の監視とガバナンス
取締役会は、企業リスク管理の全体的な監
督を担当しています。監査委員会は、企業
リスク管理プロセスを含むキンドリルの企
業リスク管理フレームワークを定期的に見
直し、サイバーセキュリティ、データガバ
ナンス、プライバシーリスクの監督を含む
特定の主要リスク分野の監督において取締
役会を支援し、そのような事項について定
期的に取締役会に報告します。監査委員会
と取締役会は全員、CISOからキンドリル
のサイバーセキュリティ方針と実践、サイ
バーセキュリティの進展、傾向、リスク、
注目すべきインシデント、緩和戦略、成熟
度構想、その他の年間を通じた進展につい
て定期的に最新情報を受け取ります。監査
委員会と取締役会はまた、CIO、セキュリ
ティおよびレジリエンス（S&R）グローバ
ルプラクティスリーダー、その他のシニア
リーダーからも、サイバーセキュリティ関
連事項について定期的に最新情報を受け取
ります。詳細については、2025年度年次
報告書をご覧ください。

プライバシーとデータガバナ
ンス
経験豊富なデータプライバシーチームが
主導するキンドリルのプライバシーおよ
びデータガバナンスプログラムは、グロー
バル規制に準拠し、業界標準や業界で認め
られた慣行に基づいています。キンドリル
は、お客様の個人情報を処理する処理者と
して、ISO/IEC 27001および27701認証を
キンドリルのグローバル統合プライバシー
およびセキュリティ管理システムの認証と
して保持しています。

キンドリルプライバシーベースラインは、
は、キンドリルとお客様のデータを処理す
る際に遵守する高い基準を定めています。
これにより、私たちのグローバルな組織
は国境を越えてシームレスに事業を展開
でき、キンドリル全社および子会社のあら
ゆる領域に適用される、安全で統一された
慣行を確立しています。ベースライン管理
の一環として、キンドリルはお客様との契
約で明記された目的のため、またはお客様
の指示もしくは法令で求められた場合に限
り、お客様の個人データを処理します。キ
ンドリルは、賃貸、販売、共有を含むその
他の目的でお客様の個人データを使用・再
利用することはありません。

キンドリルのプライバシーおよびデータ
ガバナンスプログラムは、チーフプライ

バシー＆データガバナンスオフィサー
（CPO）が統括しています。このプログ
ラムは、データのライフサイクル全体にわ
たり保護するための厳格な技術的管理およ
び組織的措置を確立し、キンドリルが社員
およびお客様のデータを安全かつ合法的
で透明性のある方法で取り扱うことを保
証します。 

私たちのCPOは、キンドリルのCISO、
CIO、S&Rグローバルプラクティスリー
ダー、そしてビジネス全体の他の主要な関
係者と緊密に連携しています。これらの
チームのメンバーは定期的に会合を開き、
新たな脅威を評価し、リスク管理戦略を改
良し、プログラムのパフォーマンスを見直
します。この部門横断的な専門知識によ
り、リスクに合わせたデータガバナンスと
プライバシープログラムを大規模に効率的
に運用することが可能です。  

サイバーセキュリティとプラ
イバシーの研修 
私たちでは、年間を通じてさまざまな研修
と教育プログラムを組み合わせて使用し、
社員の間でセキュリティに対する意識と責
任を持つカルチャーを育んでいます。こ
れらのプログラムには、サイバーセキュリ
ティとプライバシーの研修、フィッシング
シミュレーション演習、多数のアラート、
教育ツール、ビデオ、急速に進化する脅威
の状況に関連するさまざまなトピックに関
するその他の継続的な意識向上のための取
り組みが含まれます。すべての社員と契約
社員は、毎年、サイバーセキュリティとプ
ライバシーに関する教育を修了する必要
があります。

私たちでは、年間を通じてさまざまな研修と教
育プログラムを組み合わせて使用し、社員の間
でセキュリティに対する意識と責任を持つカル
チャーを育んでいます。
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AIに対するキンドリル 
のアプローチ
キンドリルは、AIが社員とお客様の生産性と効率性を向上
させる可能性を認識しています。イノベーションと協働を重
視する企業文化を育み、キンドリル社員がビジネスにインパ
クトを与えるAI能力を開発できるよう支援するとともに、
お客様がAIを活用してビジネスニーズに対応できるようガ
イドし、サポートしています。 

AIは前例のない機会をもたらす一方で、新たな、より大き
なリスクも伴います。私たちは、機密保持や知的財産権、
偏見、著作権侵害、ハルシネーションやその他の不正確な出
力などのリスクに対処するために取り組んでいます。 

私たちは、キンドリルとお客様の両方にとってAIの機会を
可能にしつつ、AIのリスクを制限し管理することに焦点を
当てています。これらの原則は、私たちの責任あるAIアプ
ローチに概説されています。透明性、倫理、セキュリティの
考慮に焦点を当てたガバナンスモデルを採用することで、組
織が大規模にAIを展開する重要な機会が生まれると私たち
は考えています。

Kyndryl Bridge（AI搭載のオープン統合型デジタルビジネ
スプラットフォーム）は、お客様のデジタル変革とレジリ
エンス構築を支援するインサイトを提供します。2025年
2月、Kyndryl Bridgeは、デジタルインフラの最適化を通じ
て効率性とイノベーションを高める能力が評価され、パリで
開催されたAI Action Summitで先進的ユースケースとして
紹介されました。

AIガバナンス
AI技術を責任ある形で活用するため、私たちは強固なガ
バナンス体制を整備しています。この枠組みは、CTO、
CIO、法務責任者、グローバル広報責任者、AIビジネス責任
者がリードしています。この枠組みはKyndryl AI Boardが監
督し、Kyndryl AI Governance Committeeが支援していま
す。両組織はいずれも、事業や主要な管理機能を担うシニア
リーダーで構成されています。 

私たちは、世界中のAI法制の継続的な発展を積極的に監視
し、必要に応じて企業ガイドラインやポリシーを適用してい
ます。これには、EU AI法の要件への適合が含まれます。 

キンドリルのAI管理システムは、社員がキンドリルまたは
お客様向けに提案したAIの使用を承認のために提出する
際、段階的にガイドします。承認プロセスには、適用される
規制とキンドリルのリスク判断に基づいて、ツール駆動のレ
ビューとユースケースの分類が含まれます。

AIガバナンスに対する私たちのアプローチの主な利点は次
のとおりです。

早期リスク軽減: プロアクティブなガバナンスにより、リス
クが営業戦略、デリバリー、コンプライアンスに影響を及ぼ
す前に、リスクを早期に特定して対処できます。

業務効率化: 合理化されたレビューと承認のプロセスによ
り、意思決定が迅速化され、効率が向上し、対象分野の専門
家間の調整が改善されます。

責任あるイノベーション: 私たちのAI管理システムは、承認
されたユースケース、モデル、技術スタック、およびサード
パーティアプリケーションのインベントリとして機能し、
キンドリルが他の目的で複製できる機能を特定するのに
役立ちます。

AIリテラシー、トレーニング、意識向上
私たちのAIリテラシープログラムは、キンドリル社員に進
化し続けるAI環境に対応するために必要な知識とスキルを
提供しています。このプログラムにより、キンドリル社員は
社内アプリケーションおよびお客様対応の両面で、AIシス
テムを安全かつ確実に活用できるようになります。

キンドリルでは、年に1回のサイバーセキュリティ、データ
プライバシー、AIに関する研修の受講を義務付けているほ
か、社員がAIシステムの利用に関する機会とリスクを理解
できるよう、さまざまな学習プログラムを提供しています。
これらのプログラムの内容は、さまざまな業務分野、役割、
専門知識レベルに合わせています。また、AIシステムの企
画や開発、活用に携わる社員を対象に、専門的な研修や資格
取得プログラムを提供しています。
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企業行動と 
倫理
キンドリルは、グローバルなベストプラクティスと国際基
準に準拠したコーポレートガバナンスの枠組みを用いるこ
とで、責任があり、透明性のある、倫理的な運営を促進し
ています。 

私たちの行動規範、腐敗防止、啓蒙活動に関する方針を通じ
て、事業全体にわたる倫理的行動に関する高い基準を定め、
長期的な成功を支えます。

キンドリルの行動規範プログラムは2年連続で外部から表彰
されました。2025年には、Brandon Hall Group25 から、
ノミネートされた、最優秀コンプライアンス研修、最優秀カ
スタムコンテンツ学習、最優秀学習用ビデオ使用、という
3つのカテゴリーすべてでゴールド賞を受賞しました。

キンドリル行動規範 
最高の倫理基準を遵守する上で、キンドリルの行動規範は、
すべての社員が適用法や規制を遵守できるようにするための
重要なツールです。キンドリルでは、正社員だけでなく、契
約社員、パートタイム含む全ての社員は、毎年行動規範の研
修を完了して認定を受けることが義務付けられており、私た

ちは4年連続ですべての正社員の完了率100%を達成したこ
とを誇りに思っています。26 倫理的な意思決定、懸念事項の
報告、賄賂や汚職の回避などのトピックを網羅するキンドリ
ルの行動規範は、日常業務における倫理的な状況での指針と
なり、会社全体でアカウンタビリティを重視するカルチャー
を推進しています。 

年次行動規範研修に加えて、行動規範研修を強化し、腐敗防
止、コンプライアンス管理、倫理に関する国および役割別の
集中研修を提供するために、ライブ形式でのインテグリティ
サミットを実施しました。2025年度のサミットでは、フラ
ンス、インド、イタリア、英国、アイルランドの13都市で
84回のライブセッションを開催し、5,000人以上の社員が
参加しました。

腐敗防止および贈賄防止方針 
キンドリルは、事業を展開するすべての地域で適用される贈
収賄防止法および腐敗防止法の遵守を推進するための方針と
プロセスを設計しています。キンドリルの贈収賄防止管理シ
ステムは、贈収賄を防止および検出するように設計されてい
ます。グローバルな腐敗防止ポリシーに加えて、いくつかの
国々では、特定の現地要件を遵守するために方針とプロセス
を実施しています。

内部告発
キンドリルは、社員、サプライヤー、アライアンスパート
ナーなどが、キンドリル企業懸念事項報告ポータルを通じ
て、キンドリル行動規範、キンドリルの方針に対する潜在的
な違反、またはその他の非倫理的または違法な行為の疑い
に関する懸念を報告するための通報窓口を設けています。
キンドリルは、このような報告に対する報復禁止の厳格な方
針を定めています。キンドリルは、EU内部告発者指令の加
盟国による実施に準拠するため、懸念報告プロセスを検討
し、必要に応じて強化しています。

いじめ、嫌がらせ、差別、報復、えこひいき、不適切な恋
愛/家族関係、差別的または報復的であると申し立てられた
懲戒処分または解雇を調査し、対応措置を講じるために、
専任のEmployee Concerns（社員懸念事項）チームを設置
しています。

25 Brandon Hall Group Awards アワード は、「人的資本管理のアカデミー賞」として知られています。この賞は、プログラム、戦略、様式、プロセス、システム、 
ツールの開発と導入に成功し、測定可能な成果を上げた最も優れた組織を表彰するものです。

26 免除対象外の社員の100%が、2025年2月時点でキンドリルの行動規範研修を修了しています。休職中、長期の病気休暇または事故休暇中、雇用終了待ち、 
または同様の状況にある社員は免除される場合があります。

4年連続で100%の正社員が 
行動規範を完了26
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私たちの啓蒙活動
と公共政策への取
り組み

グローバル企業として、キンドリルはあらゆるレベル
の政策立案者と連携しています。

たとえば、私たちのCEOは、業界全体にわたる経済成
長の促進に重点を置く米国のトップCEOのグループで
あるビジネスラウンドテーブルに参加しました。

キンドリルは、業界、企業、お客様、社員を代表し
て、次のような問題について政策立案者、議員、規制
当局を含む公的機関と協力しています。 

•	 サイバーセキュリティ、データ保護、AI、デジ
タルインフラ、知的財産、無線周波数、デジタル
貿易、その他のデジタル関連課題

•	 税務、労働、スキル、労働力開発関連の課題 

•	 環境、サステナビリティ、サプ
ライチェーン、人権に関する課題

キンドリルは、事業を展開している多数の国の様々な
団体に所属し、ビジネス関係とイノベーションの推進
に貢献しています。キンドリルは、政治活動委員会、
選挙資金、業界団体、または同様の組織を通じて、い
かなる政党または候補者に対しても支持、支援、寄付
または献金を行いません。 

キンドリルのメンバーシップおよび
グローバルパートナーシップには次
のものが含まれます。

•	 AmCham EU（EU）

•	 Anitec（イタリア）

•	 Bitkom（ドイツ）

•	 BSA | The Software Alliance
•	 Business Roundtable（米国） 

•	 The Business Council（米国）

•	 Digital Companies Association
（AMETIC）（スペイン） 

•	 Global Enabling Sustainability 
Initiative（GeSI）

•	 経団連（日本）  

•	 NASSCOM（インド） 

•	 Numeum（フランス）

•	 TechNation（カナダ）

•	 TechUK（英国）

•	 U.S.-ASEAN Business Council（アジア）

•	 U.S. Chamber of Commerce 
（米国商工会議所）
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このレポートについて
レポートの概要
キンドリルは毎年、物的環境、人材、信頼、ガバナンスの問
題に関連するキンドリルの管理、目標、進捗状況、実績を
網羅した専用のコーポレート・シチズンシップ・レポート
（CCR）を発行しています。本レポートの情報は、注記の
ある例外を除き、2024年4月1日～2025年3月31日までの
会計年度で開示されます。キンドリルのレポートはすべての
キンドリル子会社を対象とし、通常は5月の年次財務報告に
続いて9月に発行されます。 

このレポートでは、環境、人材、信頼の章の重要なトピッ
クに関する非財務情報を開示しています。2024年度から
2025年度にかけての報告開示における前年比の変更点は、
レポートの本文で説明されています。2024年度の報告期間
のデータと指標の訂正については、必要に応じて環境と社員
に関するデータブックで説明されています。このレポートの
温室効果ガス（GHG）排出量データの範囲は、温室効果ガ
スプロトコルに沿った運用管理アプローチを使用して決定し
ました。特定の温室効果ガス排出量と環境指標について限定
的な保証を提供するために、第三者と契約しています。 詳

細と保証の記述については、『環境と社員に関するデータ
ブック』を非財務レポートハブでご覧ください。このレポー
トのすべての財務計算単位は米国ドルです。
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コーポレートシチズンシップの非財務報告の枠組み、 
格付け、ランキング、および評価

私たちの包括的な非財務開示および関連情報をご覧になるには、非財務報告ハブ
にアクセスしてください。

•	 2025年度TCFDレポート

•	 2025年度GRIコンテンツインデックス

•	 2025年度SASBコンテンツインデックス

•	 2025年度CDP回答

•	 2025年度環境と社員に関するデータブック

•	 2025年度国連SDGマッピング

2025年度を通じて、キンドリルはEcoVadis、
ISS、Sustainalytics、MSCIなどの格付け機関
と定期的に連携し、対応してきました。2025年
度および2026年第1四半期までのスコアは次の
とおりです。

EcoVadis 
私たちのスコアは68
から81へと上昇し、
キンドリルはゴール
ドメダルを獲得、格
付けされた企業の上
位5%に入りました。

MSCI  
MSCIのESG格付けの
スコアはAです。

S&P Global  
S&P Globalの企業持続
可能性評価における当社
のスコアは43で、業界
平均を上回っています。

キンドリルは、以下を含むサステナビリティおよび職場環境に
関する数々の表彰を受けています。

•	 TIME誌「世界で最も持続可能な企業2025」

•	 Forbes誌「2025年ネットゼロリーダー」

•	 ISG「Provider Lens™ 2024サステナビリティおよびITソリューション
とサービスにおけるESGリーダー」

•	 Sustainability Magazine「2024サステナビリティ分野トップ250社」

•	 Newsweek誌「世界で最も愛される職場トップ100」

•	 「世界で最も愛される職場」認定

•	 「働きがいのある会社」認定

•	 Fortune誌「ニューヨークにおける最優良職場2025」

ISS 
私たちのISSによる
ESGコーポレート格付
けスコアはC+ Prime
で、業界平均を上
回っています。

Sustainalytics  
私たちのSustainalytics
社によるESGリスク評
価スコアは16.6（低リ
スク）であり、業界平
均を上回っています。

CDP  
私たちは、CDPの気
候変動評価において
Bスコアを維持して
おり、業界平均を上
回っています。
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将来の見通しに関する記述
本レポートには、1995年の民事証券訴訟改革法の意義の範
囲内において将来の見通しに関する記述が含まれています。
本レポートに記載されている私たちの計画、目的、目標、確
信、事業戦略、将来の出来事、経営状態、経営成績、財政状
態、経営見通しおよび事業動向に関する記述、ならびにその
他の歴史的事実でない記述を含め、本レポートに記載されて
いるすべての記述は、将来の見通しに関する記述です。この
ような将来の見通しに関する記述には、「目指す」、「予想
する」、「信じる」、「可能性がある」、「推定する」、
「期待する」、「予測する」、「意図する」、「目的」、
「機会」、「計画」、「位置」、「予測する」、「プロジェ
クト」、「はずである」、「求める」、「目標」、「予定で
ある」、「だろう」、その他類似の語句や表現、あるいはそ
れらの否定的な表現、またはその他のバリエーションが含ま
れることがよくあります。コーポレートシチズンシップの進
捗状況、計画、実践、コミットメント、目標およびターゲッ
トに関する将来の見通しに関する記述およびその他の記述に
は、状況の変化、見積もりの誤り、時間の経過とともに変化
する測定基準、仮定が実現しないこと、またはその他のリス
クや不確実性の結果など、実際の結果が明示的または黙示的
なものとは大きく異なる可能性のある多くのリスク、不確実
性、およびその他の要因が含まれています。これらの要因に
関する詳細な説明については、2025年3月31日に終了した
会計年度に係る私たちのForm 10-K年次報告書の「リスク
要因」セクションをご参照ください。当該内容は、その後の
米国証券取引委員会（SEC）への提出書類において、随時
更新される場合があります。キンドリルによる将来の見通し
に関する記述は、本レポートの日付時点または作成日時点で
の見解のみを述べています。法律で義務付けられている場合
を除き、キンドリルは、新しい情報、将来の出来事、または
その他の結果として、将来の見通しに関する記述を更新また

は改訂する義務を負わないものとします。歴史的、現在の、
そして将来を見据えた環境および社会関連の声明は、まだ発
展途上の進捗を測定するための基準、進化し続ける内部統制
およびプロセス、そして将来的に変更される可能性のある仮
定に基づいている可能性があります。キンドリルの環境、人
材、信頼に関する狙い、目標、コミットメントに関する記述
はあくまで強い願望であり、これらの記述は将来の実行を保
証するものでも、コミットメント、目標、狙いの達成を約束
するものでもなく、また、予測や評価ができない可能性のあ
る、数多くの進化するリスクや不確実性の影響を受けやすい
ことにご注意ください。場合によっては、私たちの事業、運
営、または計画の変更を反映するために、私たちのコミット
メント、目標、または狙いを調整したり、新しいものを設定
したりすることがあります。私たちは、コスト、タイミン
グ、その他の要因を考慮し、私たちの判断により、特定の施
策、方針および手続きを実施または完了することが実行不可
能または非現実的であると判断することが認められていま
す。さらに、本レポートに含まれるデータ、統計、指標は一
般に監査を受けていない推定値であり、GAAPに従って作
成されていません。また、継続的に進化しており、作成時点
で合理的であると考えられる仮定に基づいている可能性があ
り、修正される可能性があります。本レポートに記載された
事例研究の参照は、説明目的であり、現在または将来の業績
を示すものとして利用されることを意図したものではありま
せん。キンドリルが受賞したいかなる賞も、私たちの事業目
標（サステナビリティ関連の目標を含む）が達成または成功
したことを保証するものではありません。本レポートに含ま
れる一部の情報は、第三者から取得したものです。これらの
第三者情報源は信頼できると考えられますが、私たちは、本
書に含まれるいかなる情報の正確性、公平性、合理性、完全
性についても、明示または黙示を問わず、一切の表明または

保証を行わず、それらに関するいかなる責任も明確に否認し
ます。本レポートに情報を含めることは、その情報の重要性
や財務的影響を特徴づけるものとして解釈されるべきではあ
りません。本レポートでは、「重要」や「重要性」といった
用語を、米国その他の法域における証券関連法規の下での意
味、または財務諸表や財務報告の文脈における意味で使用し
ているものではありません。
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このレポートは印刷されていません。 
本レポートの初版は、2025年9月発行です。   

本社

One Vanderbilt Avenue, 15th Floor 
New York, New York 10017

お問い合わせ先

このレポートに関するご質問やご意見は、  
sustainability@kyndryl.com までお問い合わせください。

kyndryl.com

© Copyright Kyndryl, Inc. 2025
キンドリルは、米国およびその他の国におけるKyndryl, Inc.の商
標および/または登録商標です。その他の製品名およびサービス名
は、Kyndryl, Inc. または他の企業の商標である場合があります。

この文書は最初の発行日時点で最新のものであり、キンドリルに
よって予告なくいつでも変更される可能性があります。キンドリル
が事業を展開しているすべての国で、すべてのサービスが利用でき
るわけではありません。キンドリル製品およびサービスは、提供さ
れる契約の諸条件に従って保証されます。

引用されている実績データとお客様事例は、説明のみを目的として
提示されています。実際の実績結果は、特定の構成や運用条件に
よって異なる場合があります。    

キンドリルは、この記述に記載されている機能または製品を開発ま
たはリリースする義務を負いません。キンドリルの将来の提供内容
に関する情報は、キンドリルにより予告なくいつでも変更される可
能性があり、キンドリルが提供内容を提供または利用可能にするこ
とを約束したり、義務付けしたりするものではありません。
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